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第２巻グローガウ侯系図

ヨーアヒム・クレーウス『シュレージエン年代記』



しらいわ かずひこ

（白岩　一彦）

ヨーアヒム・クレーウス『シュレージエン年代記』

　ヨーロッパ東部のシュレージエン地方に関する世界で初めての体系的な歴史書

として知られるヨーアヒム・クレーウスの『シュレージエン年代記』は、１５７１年

にウィッテンベルクでまずラテン語版が刊行され、著者死後の１５８０年に同じウィ

ッテンベルクで「タタール人の侵入」の章がドイツ語に訳されて、刊行された。

それから５年後の１５８５年にウィッテンベルク、ライプチヒ、フランクフルトでラ

テン語版からのドイツ語完訳版が刊行されると、本書はドイツ国内で広く読まれ

るようになり、部分的な刊本や増補版も含めて、ドイツ各地で何度も出版された。

ドイツの総合目録データベースの一つであるGBV http://www.brzn.de/ による

と、本書の刊行地、刊行年は次の通りである。

　Wittenberg 1585, 1587; Leipzig 1585, 1601, 1607, 1625; Frankfurt 1585（掲出

　本）；Eisleben 1601; Jehna 1619, 1625; Bresslau 1625, 1626; 出版地不明 1585, 

　1624, 1687

　本書の著者であるヨーアヒム・クレーウス（１５３２－１５７３）は、シュレージエン

のフライシュタット生まれのドイツ人で、ウィッテンベルクで勉学ののちフライ

シュタットで教師をしていたが、医学を学ぶためイタリアのボローニャ大学に留

学、1557年に医学博士号を取得した。シュレージエンに戻ってきてからはグロー

ガウで開業したが、彼は医者としてよりも神学者、また歴史家として名高い。彼

は、ウィッテンベルク時代に宗教改革者メランヒトン（１４９７－１５６０）の教えを受

け、後年になってカルヴァン主義擁護の著作を執筆・刊行したことで知られてい

るが、何といっても著者を歴史家として有名にしたのが、本書である。

　本書は、年代記としての記述の中に、シュレージエン地方に伝わる古い伝承が

織り込まれていて、興味深いものがある。たとえば、1241年の「タタール人の侵

入」の章では、シュレージエンの人々が王侯も平民も力を合わせてモンゴル軍に

立ち向かい、多くの犠牲を払いつつも、ついに追い払ったという歴史の一こまが、

生き生きと描かれている。こうした興味深い記述に富む本書は、われわれ日本人

にはあまり馴染みのないシュレージエン地方の歴史を知る上で、またとない貴重

な文献であると言えよう。

Curaeus, Joachim. Schlesische und der herrlichen Statt Bresslaw General Chronica，

Dass ist: Warhaffte eigentliche und kurze Beschreibung dess Landes Ober und Nider 

Schlesien. Erstlich durch den Hochgelehrten Herrn Ioachimum Cureum...in Lateinischer

Sprache beschreiben... verteutscht durch... Heinrich Ratteln zu Sagan.  Franckfort am

Mayn: Sigmundt Fayerabend, 1585.  2 v. in 1 (309, 169 pp.)  Illus. 32×20.5 cm. Bound in

vellum. 昭和２３年購入。＜当館請求記号：943.14-C922＞

¨
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二
四
日
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マ
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シ
ア
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都
ク
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ル
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グ
ラ
ン
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・
シ
ー
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ン
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・
ホ
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会
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と
し
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一
三
回
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ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
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館
長
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以
下
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
Ａ
Ｏ)

が
開
催
さ
れ
、
黒
澤�
雄
館
長
の
代
理
と
し

て
筆
者
が
出
席
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
報
告
す
る
。

【
参
加
国
】

ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
の
図
書
館
間
の
情
報
共
有
や
相
互
協

力
を
目
的
と
し
て
発
足
し
た
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
Ａ
Ｏ
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
キ
ャ
ン
ベ
ラ
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回
会
議

(

一
九
七
九
年)

、
東

京
で
開
催
さ
れ
た
第
二
回
会
議

(

一
九
八
二
年)

以
来
、
当
初
は
ほ

ぼ
三
年
に
一
回
程
度
の
頻
度
で
開
催
さ
れ
て
き
た
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
の
第
八
回
会
議

(

二
〇
〇
〇
年)

以
後
は
毎
年
開
催
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ブ
リ
ス
ベ
ン
で

の
第
六
回
会
議

(

一
九
九
五
年)

に
二
一
か
国
が
参
加
し
た
の
を
ピ
ー

ク
に
、
参
加
国
が
徐
々
に
減
少
し
、
昨
年
の
北
京
で
の
第
一
二
回
会

議
の
参
加
国
は
一
一
か
国
と
な
っ
て
い
た(

注)

。
そ
れ
に
対
し
、
今

回
の
第
一
三
回
会
議
に
は
、
予
想
に
反
し
て
参
加
国
が
増
大
し
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ブ
ー
タ
ン
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
イ
ン

ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
日
本
、
韓
国
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
パ

キ
ス
タ
ン
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ベ
ト

ナ
ム
の
一
五
か
国
か
ら
国
立
図
書
館
長
も
し
く
は
館
長
代
理
が
出
席

し
た
。
そ
の
直
接
的
な
要
因
は
、｢

発
展
途
上
国
の
国
立
図
書
館
長

の
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
開
発
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ｣

が

同
時
開
催
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
発
展
途
上
国
の
国
立
図
書
館
長
が
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
上
で
必
要
な
知
識
と
ス
キ
ル
を
磨
く
た
め

の
も
の
で
、
国
際
図
書
館
連
盟

(

以
下
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ)

の
国
立
図
書
館

部
会
で
の
審
議
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
国
際
協
力
活
動
と
し
て
マ
レ
ー

シ
ア
政
府
が
実
施
し
て
い
る

｢

マ
レ
ー
シ
ア
技
術
協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム

(

Ｍ
Ｔ
Ｃ
Ｐ)｣

に
基
づ
い
て
昨
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
今
年
の
参
加
者
は
、
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
Ａ
Ｏ
参
加
者
の
う
ち
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
日
本
、
韓
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
四
か
国
を
除
く
、
前

述
し
た
各
国
の
館
長
ま
た
は
館
長
代
理
一
〇
名
の
ほ
か
に
、
南
ア
フ

リ
カ
共
和
国
と
ス
ー
ダ
ン
か
ら
各
一
名
、
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
四
名
が
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第
一
三
回

ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
国
立
図
書
館
長
会
議

(

Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
Ａ
Ｏ)

報
告

和

中

幹

雄



参
加
し
て
い
た
。
日
程
は
五
月
二
五
日
か
ら
二
七
日
ま
で
の
三
日
間

で
、
二
四
日
の
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
Ａ
Ｏ
の
開
始
に
先
立
っ
て
、
午
前
九
時
か

ら
一
〇
時
半
に
か
け
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
教
育
省
政
務
次
官
主
催
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
開
会
式
が
行
わ
れ
、
筆
者
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参

加
し
た
。

主
催
国
マ
レ
ー
シ
ア
を
除
い
た
一
四
か
国
の
参
加
者
の
内
訳
を
見

る
と
、
館
長
が
六
か
国
で
あ
る
の
に
対
し
、
館
長
代
理
が
八
か
国
で

あ
る
が
、
館
長
が
出
席
し
た
六
か
国
を
見
る
と
、
第
六
回
会
議
以
来

一
〇
年
ぶ
り
に
参
加
し
た
南
ア
ジ
ア
の
三
か
国

(

イ
ン
ド
、
パ
キ
ス

タ
ン
、
ス
リ
ラ
ン
カ)

が
含
ま
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ

ら
南
ア
ジ
ア
の
国
立
図
書
館
の
再
登
場
に
よ
っ
て
、
東
南
ア
ジ
ア
中

心
の
運
営
か
ら
地
域
的
な
広
が
り
を
見
せ
る
可
能
性
が
感
じ
ら
れ
た

か
ら
で
あ
る
。

【
会
議
の
概
要
】

会
議
は
午
前
一
一
時
か
ら
午
後
五
時
半
ま
で
行
わ
れ
た
。
マ
レ
ー

シ
ア
の
ハ
ジ
ワ
ナ
リ
国
立
図
書
館
長
が
、
国
立
図
書
館
長
会
議

(

Ｃ

Ｄ
Ｎ
Ｌ)

と
の
親
子
関
係
に
言
及
し
な
が
ら
、
開
会
の
あ
い
さ
つ
を

行
っ
た
。
こ
の
あ
い
さ
つ
の
時
点
か
ら
、
昨
年
の
第
一
二
回
北
京
会

議
で
の
意
見
交
換
で
議
題
と
な
っ
た
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
Ａ
Ｏ
の
あ
り
方

(

特

定
テ
ー
マ
で
の
審
議
や
提
案
決
議
の
な
い
会
議
の
あ
り
方)

を
め
ぐ

る
議
論
に
い
か
に
応
え
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
意
識
が
色
濃
く
出
た

司
会
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
ブ
ル
ネ
イ
は
出
席
予
定
で
あ
っ
た
が
欠
席
と

な
っ
た
こ
と
、
結
果
一
五
か
国
が
出
席
す
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。
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【会議場にて記念撮影 (向かって右端から)】

①トゥルク館長 (ブータン国立図書館)／②キャメロン館長補佐 (オーストラリア国立図書館)／
③アマラシリ館長 (スリランカ国立図書館)／④和中幹雄資料提供部長 (国立国会図書館)／⑤ニュ
ン・チョン・ブン研究・専門職指導部長 (ベトナム国立図書館)／⑥ヤンヌーヴォン貝葉写本部長
(ラオス国立図書館)／⑦スプリヤント館長室長 (インドネシア国立図書館)／⑧ハジワナリ館長
(マレーシア国立図書館)／⑨マンダル館長 (インド国立図書館)／⑩ニアン・レク・コー館長 (シ
ンガポール国立図書館)／⑪権在允図書館サービス部長⑫李英淑国際関係担当官 (韓国国立中央図
書館)／⑬ナジル館長 (パキスタン国立図書館)／⑭サロウ副館長 (カンボジア国立図書館)
このほか､ ウ・キョウ・オー館長 (ミャンマー国立図書館)､ バンガルディア主席行政官代理 (フィ
リピン国立図書館) が出席した｡



第
一
二
回
会
議
議
事
録
が
了
承
さ
れ
た
後
、
参
加
国
英
語
名
の
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
で
カ
ン
ト
リ
ー
・
レ
ポ
ー
ト
を
一
〇
分
以
内
に
簡

潔
に
ま
と
め
る
よ
う
に
と
の
指
示
で
報
告
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

の
報
告
と
質
疑
に
会
議
の
大
半
の
時
間
が
割
か
れ
、
昼
の
休
憩
を
は

さ
ん
で
午
後
四
時
半
ま
で
続
い
た
。
筆
者
か
ら
見
て
重
要
と
思
わ
れ

る
お
も
な
内
容
を
別
表
に
示
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

当
館
か
ら
は
、
国
立
国
会
図
書
館
に
お
け
る
二
〇
〇
四
年
度
の
お

も
な
取
組
み

(

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
の
収
集
・
提
供
の
制
度
化
に

向
け
た
取
組
み
な
ど)

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
資
料
保

存
コ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

(

Ｐ
Ａ
Ｃ)

の
ア
ジ
ア
地
域
セ
ン
タ
ー
と
し

て
の
立
場
か
ら
、
保
存
関
係
機
関
の
ダ
イ
レ
ク
ト
リ
ー
と
メ
ー
リ
ン
グ
・

リ
ス
ト
整
備
へ
の
協
力
要
請
、
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
Ｐ
Ａ
Ｃ

セ
ン
タ
ー
長
会
議
お
よ
び
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
・
津
波
の
被
災
問
題
に

関
す
る
講
演
会
を
東
京
で
本
年
末
に
開
催
す
る
旨
の
予
告
を
行
っ
た
。

こ
の
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
・
津
波
の
被
災
状
況
に
つ
い
て
は
、
ス
リ

ラ
ン
カ
の
ア
マ
ラ
シ
リ
国
立
図
書
館
長
か
ら
報
告
が
あ
り
、
こ
の
課

題
の
重
要
性
か
ら
、
当
会
議
で
議
題
と
し
て
取
り
上
げ
た
旨
を
、
夏

の
オ
ス
ロ
で
の
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
に
報
告
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

次
回
の
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
Ａ
Ｏ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
開
催
す
る
こ
と
を
確
認

し
た
上
で
、
次
々
回

(

二
〇
〇
七
年)

の
開
催
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ

た
。
主
催
を
引
き
受
け
て
も
よ
い
と
考
え
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
で
、
ま
ず
開
催
方
法
等
に
つ
い
て
協
議
す
る
と
と
も
に
、

パ
キ
ス
タ
ン
で
の
開
催
が
可
能
か
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

【
共
通
の
課
題
を
求
め
て
】

別
表
に
あ
る
と
お
り
、
一
五
か
国
か
ら
の
カ
ン
ト
リ
ー
・
レ
ポ
ー

ト
は
、
国
立
図
書
館
の
設
立
か
ら
始
ま
る
歴
史
と
概
況
の
一
般
的
な

紹
介
を
す
る
国
か
ら
、
現
在
の
ト
ピ
ッ
ク
に
絞
っ
た
報
告
ま
で
、
種

種
雑
多
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
な
、
い
く
つ
か
の

共
通
す
る
課
題
が
存
在
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

(

一)

納
本
制
度
・
全
国
書
誌

(

Ｃ
Ｉ
Ｐ
を
含
む)

の
動
向

(

二)

資
料
保
存
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
化

(D
ig

itiza
tio

n
)

(

三)

図
書
館
、
美
術
館
、
博
物
館
、
文
書
館
等
所
蔵
の
文
化
遺
産

の
保
存

(

四)

読
書
普
及
活
動
と
公
共
図
書
館
の
充
実

今
後
の
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
Ａ
Ｏ
の
あ
り
方
を
考
え
る
場
合
、
こ
の
地
域
の

多
様
性
の
な
か
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
図
書
館

(
T

h
e

E
u

ro
p
ea

n

L
ib

ra
ry
)

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
よ
う
な
国
際
協
力
事
業
へ
発
展
さ
せ

う
る
共
通
の
課
題
を
具
体
的
に
見
出
す
こ
と
こ
そ
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

当
館
と
し
て
も
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／
Ｐ
Ａ
Ｃ
ア
ジ
ア
地
域
セ
ン
タ
ー
の
資

料
保
存
協
力
活
動
を
核
と
し
て
、
協
力
事
業
に
関
す
る
具
体
的
な
提

案
を
行
う
時
期
に
来
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(

注)

Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
Ａ
Ｏ
の
概
略
に
つ
い
て
、
第
一
回
〜
第
一
〇
回
は
本
誌

四
九
八
号

(

二
〇
〇
二
・
九)

二
〜
九
頁
を
、
第
一
一
回
は
本
誌

五
一
四
号

(

二
〇
〇
四
・
一)

四
〜
七
頁
を
、
第
一
二
回
は
本
誌

五
二
四
号

(

二
〇
〇
四
・
一
一)

一
〜
三
頁
を
参
照
。

(

わ
な
か

み
き
お

資
料
提
供
部
長)
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・地域的・国際的諸計画の実施：①発展途上国における国立図書館長のリーダーシッ

プ開発に関する IFLAワークショップ (2004年５月24－28日､ MTCPとの共同で

開催)､ ②アジア・オセアニア地域におけるデジタル遺産の保存に関する地域ワー

クショップ (2004年12月､ ユネスコ共催で実施)､ ③第13回 CONSAL (2004年５

月23日にクアラルンプールで開催)

・読書振興のための情報資源 (i-Baca) の構築等｡

ミャンマー

・国立図書館は1952年６月に設立｡ 納本法は1962年｡ 国立図書館は､ 2003年５月､ 職

員と資料がヤンゴンの文化省のもとに建設中の新館に移転完了｡

・文化省は電子図書館 (e-library) を進めており､ 建設中の新館には､ インターネッ

ト・コーナー､ コンピュータ､ VCD､ DVDの利用のコーナーを設置予定｡

・ASEANの COCIデジタル化プロジェクトに従い､ 貴重書450冊をデジタル化｡

パキスタン

・イスラマバードの国立図書館は1993年に開館｡

・目録データの入力は1998年に開始､ 20万冊の所蔵図書のうち､ 約４分の１がデータ

ベースに収められ､ OPACで提供｡

・写本560タイトルはすべてマイクロ化を終了｡

フィリピン

・ダイナミックに変貌を遂げ､ 発展しつつある分野として､ ①UBLIN (公共図書館

情報ネットワーク)､ ②フィリピン国立図書館における利用者サービスのコンピュー

タ化､ ③図書館資料の保存のためのデジタル化､ ④研修､ 会議参加､ 地方出張､ 各

種プロジェクト遂行等を通した､ 図書館員の専門性向上がある｡

シンガポール

・国立図書館の新施設が本年７月後半に開館予定｡ 総床面積５万８千平米､ 旧施設の

５倍以上｡ 新施設には､ Lee Kong Chian Reference Libraryと Central Lending

Libraryが置かれる｡

・国立図書館評議会 (NLB) が､ 開館時間の拡張と標準化 (月曜日から日曜日まで､

午前10時から午後９時まで) を公示｡

・Verging All Teens (VAT)と呼ばれるティーンエイジャーによるティーンエイジャー

のためのプロトタイプ図書館の試み｡

スリランカ

・1980年代後半からの､ 州立図書館自立のための地方分権化｡

・高等教育拡張や読書振興活動等による図書館の発展も都市と農村の格差が大きい｡

・スマトラ沖地震津波被害についての報告：181の学校図書館､ 61の公共図書館､ 32

の宗教施設､ 数多くの私立図書館が被災｡ 津波によって精神的衝撃を受けた子ども

たちのために､ 最近､ 被災地域の図書館に心理カウンセリングを導入｡

ベトナム

・一般的な傾向として､ 開架制による図書館サービスの方向に向かっている｡

・｢電子図書館｣ と呼ばれるＩＴ計画は第２段階終了｡ 現在の第３段階は､ 図書館ソ

フトの変更､ ウェブサイトの設計､ 利用者カードの発行､ 開架制のための装備等｡
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オーストラリア

・全国書誌データベース (NBD) のウェブサービスサイトである Kineticaの再構築｡

2006年１月､ 誰でもフリーアクセスが可能となる予定｡

・新聞のデジタル化計画､ MusicAustraliaや PictureAustralia (美術館､ 博物館､

文書館､ 歴史学会等との共同事業である音楽および写真コレクションの提供)｡

・本年９月にキャンベラで､ 欧米以外で最初の ISSNセンター長会議をデジタル保存

セミナーとともに開催予定｡

ブータン

・1967年設立のブータン国立図書館は初期大乗仏教およびボン教の最重要著作の中心

的な保存庫である｡ 北方仏教およびヒマラヤ学のホームページの立ち上げ｡

・北方仏教の貴重書4,500冊が､ ニューヨークの Tibetan Buddhist Resource Center

で電子化され､ 利用可能｡

・2,000を越す寺院等で所蔵する図書・写本の文献調査､ 目録作成､ 登録を2008年ま

でに終了予定｡ 国立図書館所蔵宗教書の目録 DBを2006年までに完成予定｡

カンボジア

・国立図書館の使命 (納本制度､ 全国書誌､ 資料保存等) を果たす上での予算､ 図書

館員育成､ 資料収集等の課題｡

インド

・帝国図書館として1903年に開館､ 1948年国立図書館に改称､ 1954年の納本法施行等､

インド国立図書館 (コルカタ) の歴史とその概観｡

インドネシア

・ジャカルタのインドネシア国立図書館は1980年５月に教育文化省のもとに設立｡

1989年には大統領直轄となり､ 機能強化｡ 納本法は1990年｡ 110万冊所蔵｡

・図書館・情報サービスのほかに､ 図書館協力・情報ネットワークの構築・運営､ 資

料保存､ 納本図書館､ CIPと ISBNの付与､ 図書館教育を行っている｡

・当初､ 国立図書館の延長として運営されていた州立図書館の州運営への移行｡

韓 国

・2004年から収集整理業務に新システム導入､ ジェネラリストから主題専門家の養成

へ､ 上記の結果として機構再編｡

・60周年記念として､ 国際セミナーや60年史出版を予定｡

・2006年は､ 世界図書館情報会議 (国際図書館連盟 (IFLA) 第72回年次大会)､ 国

立図書館長会議 (CDNL)､ 国際目録規則に関する IFLA専門家会議 (IME-ICC)

をソウルで開催予定｡

ラオス

・ラオス国立図書館は､ 1950年代後半に設立され､ 現在､ 情報・文化省に所属｡

・写本､ 貴重書のみならず､ 近代印刷資料も含めた資料保存の課題を強調｡

マレーシア

・都市と農村の格差解消のため､ ユニバーサル・サービス供給プログラムのもとに､

農村における図書館の電話､ コンピュータ､ インターネット施設の整備｡

【別表 参加各国のカントリー・レポート要旨 (英語国名のアルファベット順)】
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平
成
一
七
年
度
国
立
国
会
図
書
館
長
と
都
道
府
県
立
及
び

政
令
指
定
都
市
立
図
書
館
長
と
の
懇
談
会
に
つ
い
て

平
成
一
七
年
六
月
二
七
日
、
国
立
国
会
図
書
館
本
館
講
堂

(

東
京

本
館)

に
お
い
て
標
記
懇
談
会
を
開
催
し
、
全
国
の
都
道
府
県
立
お

よ
び
政
令
指
定
都
市
立
図
書
館
の
う
ち
五
七
館
か
ら
六
四
名
の
参
加

が
あ
っ
た
。

黒
澤�
雄
国
立
国
会
図
書
館
長
の

開
会
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
全
国
公
共

図
書
館
協
議
会
の
鮎
澤
光
治
会
長

(

東
京
都
立
中
央
図
書
館
長)

(

当
時)

か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。
鮎
澤
会

長
は
当
館
の
よ
び
か
け
で
館
種
や
地

域
を
超
え
て
実
現
し
た
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
等
の
共

同
事
業
に
言
及
し
、
図
書
館
が
社
会

教
育
施
設
の
中
核
と
し
て
発
達
し
て

行
く
た
め
に
は
、
各
館
長
の
努
力
と

図
書
館
間
の
連
携
、
当
館
の
支
援
が

不
可
欠
で
あ
る
と
述
べ
た
。

懇
談
会
で
は
、
ま
ず
戸
澤
幾
子
総
務
部
司
書
監
が

｢

国
立
国
会
図

書
館
の
現
況
と
今
後
の
計
画｣

と
題
し
報
告
を
行
っ
た
。
当
館
は
平

成
一
六
年
度
か
ら
評
価
制
度
を
導
入
し
、
こ
の
五
月
に
初
め
て
の
評

価
を
行
っ
た
。
こ
れ
は

｢

国
立
国
会
図
書
館
ビ
ジ
ョ
ン
二
〇
〇
四｣

の
実
現
に
向
け
、
年
度
ご
と
に
重
点
目
標
・
サ
ー
ビ
ス
基
準
を
掲
げ
、

年
度
の
終
わ
り
に
評
価
し
、
評
価
結
果
を
公
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
昨
年
一
〇
月
の
東
京
本
館
新
装
開
館
の
成
果

(

開
館
時
間

増
、
新
し
い
来
館
利
用
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
効
率
化
等)

、

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ポ
ー
タ
ル
機
能
の
構
築
計
画
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
情
報
の
収
集
・
利
用
に
関
す
る
制
度
化
に
向
け
て
の
取
り
組
み
、

国
際
子
ど
も
図
書
館
の
第
三
期
基
本
計
画
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
た
。

続
い
て
、
石
渡
裕
子
主
題
情
報
部
主
任
司
書

(

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
担

当)

が

｢

国
立
国
会
図
書
館
に
お
け
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス

―
文
書
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
改
善
に
向
け
て
―｣

と
題
し
、
特
に
図
書

館
経
由
で
申
し
込
ま
れ
る
文
書
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
に
つ
い
て
、
処
理
件

数
や
具
体
的
な
処
理
プ
ロ
セ
ス
を
説
明
、
質
を
維
持
し
つ
つ
回
答
時

間
を
短
縮
す
る
た
め
の
業
務
フ
ロ
ー
の
改
善
や
処
理
シ
ス
テ
ム
の
構

築
な
ど
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。

最
後
に
武
藤
寿
行
関
西
館
事
業
部
電
子
図
書
館
課
長
が

｢

レ
フ
ァ

レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
の
新
た
な
展
開
に
向
け
て
―
平
成
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一
七
年
度
事
業
計
画
―｣

と
題
し
て
報
告
し
た
。
同
事
業
は
今
年
度

か
ら
本
格
事
業
化
し
た
も
の
で
、
現
在
は
事
例
デ
ー
タ
の
作
成
・
公

開
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
作
業
中
で
あ
る
。
一
〇
月
に
は

完
成
し
、
そ
の
後
参
加
館
へ
の
説
明
会
、
シ
ス
テ
ム
研
修
を
経
て

一
一
月
に
は
一
般
公
開
さ
れ
る
。
デ
ジ
タ
ル
情
報
時
代
の
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
協
同
の
場
を
形
成
・
提
供
す
る
当
事
業

へ
の
積
極
的
な
参
画
を
呼
び
か
け
た
。

公
共
図
書
館
か
ら
は
、
ま
ず
、

畔
上
敦
志
埼
玉
県
立
浦
和
図
書
館
長

(
上
段
写
真)

が

｢

埼
玉
県
立
図
書

館
の
再
編
と
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
に
つ

い
て｣
と
題
す
る
報
告
を
行
っ
た
。

同
館
は
平
成
一
五
年
度
に
四
館
独
立
・

並
立
体
制

(
浦
和
、
熊
谷
、
川
越
、

久
喜)

か
ら
三
館
分
野
別
専
門
館
体

制

(

川
越
図
書
館
を
廃
止)

に
再
編
さ
れ
た
。
所
蔵
資
料
を
整
理
・

統
合
し
、
三
館
が
担
当
分
野
に
応
じ
て
蔵
書
を
構
築
し
て
専
門
サ
ー

ビ
ス
を
展
開
す
る
と
と
も
に
サ
ー
ビ
ス
の
Ｉ
Ｔ
化
を
実
現
し
た
こ
と

で
利
用
が
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
浦
和
で
は
行
政
支
援
、
熊
谷
で

は
海
外
資
料
、
久
喜
で
は
子
ど
も
読
書
支
援
な
ど
、
各
館
の
特
色
を

生
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
も
推
進
し
て
い
る
。

次
に
、
田
中
敏
彦
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
副
館
長

(

下
段
写
真)

が

｢

知
的
交
流
の
舞
台
と
し
て
進
化
す
る
図
書
館
を
目
指
し
て｣

と

題
し
て
報
告
し
た
。
同
館
は
本
年
一
一
月
三
日
に
開
館
を
予
定
し
て

お
り
、
①
ビ
ジ
ネ
ス
・
行
政
支
援
、
②
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
支
援
、

③
地
域
研
究
支
援
、
④
交
流
の
四
つ
の
柱
を
掲
げ
、
公
文
書
館
機
能

も
含
め
た
県
民
の
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
る
。
特

色
あ
る
資
料
群
と
し
て
奈
良
関
係
文

書
を
集
め
た
ふ
る
さ
と
コ
ー
ナ
ー
、

一
〇
年
前
に
収
集
を
開
始
し
た
戦
争

体
験
文
庫
な
ど
が
あ
る
。

懇
談
で
は
当
館
に
対
し
、
開
館
日
・

開
館
時
間
、
職
員
の
採
用
と
司
書
資

格
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
自
己
評
価
基
準
・
デ
ー

タ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
欧
米
型
の
協
同

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
業
の
可
能
性
、
未
収
資
料
の
収
集
な
ど
に
つ
い
て

質
問
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
当
館
の
開
館
日
・
開
館
時
間
の
増
加
や
協

力
事
業
に
対
す
る
姿
勢
を
積
極
的
に
評
価
す
る
発
言
も
あ
っ
た
。

報
告
館
に
対
し
て
は
埼
玉
県
立
図
書
館
の
予
算
に
つ
い
て
質
問
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
和
歌
山
県
立
図
書
館
と
宮
城
県
図
書
館
か
ら
、
県

の
他
部
署
や
他
県
図
書
館
と
の
人
事
交
流
を
通
じ
て
組
織
の
活
性
化

を
図
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
っ
た
。

閉
会
あ
い
さ
つ
で
は
、
こ
の
五
月
に
就
任
し
た
ば
か
り
の
塩
見
昇

日
本
図
書
館
協
会
理
事
長
が
、
四
〇
数
年
に
及
ぶ
懇
談
会
に
対
す
る

敬
意
と
今
後
へ
の
期
待
、
図
書
館
同
士
が
連
携
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
述
べ
た
。
最
後
は
安
江
明
夫
副
館
長
の
あ
い
さ
つ
で
終
了
し
た
。

(

総
務
部
支
部
図
書
館
・
協
力
課)
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第
三
四
回

日
本
法
令
沿
革
索
引
審
議
会
の
開
催

第
三
四
回
日
本
法
令
沿
革
索
引
審
議
会
は
、
平
成
一
七
年
六
月
二
〇
日
午
後
三

時
よ
り
、
当
館(

東
京
本
館)

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
当
館
か
ら
は
、
黒
澤
館
長
、

安
江
副
館
長
、
幹
事
と
し
て
松
橋
調
査
及
び
立
法
考
査
局
長
、
千
代
議
会
官
庁
資

料
調
査
室
主
任
等
七
名
と
書
記
等
七
名
が
出
席
し
た
。

は
じ
め
に
、
館
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。
次
に
、
委
員
長
の
互
選
が
行
わ
れ
、

角
田
委
員
が
委
員
長
に
選
任
さ
れ
、
小
玉
委
員
が
委
員
長
代
理
に
指
名
さ
れ
た
。

議
事
に
入
り
、
千
代
幹
事
よ
り
、『

日
本
法
令
索
引

(

明
治
前
期
編)』

の
編
さ
ん

作
業
の
概
要
と
し
て
、
第
三
三
回
審
議
会
以
降
に
、
分
類
の
細
分
化
、
改
廃
経
過

の
見
直
し
を
終
え
、
そ
の
結
果
、
収
載
さ
れ
る
法
令
の
件
数
お
よ
び
改
廃
経
過
の

件
数
が
確
定
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。
ま
た
、
現
在
行
っ
て
い
る
作
業
に
つ
い
て

も
報
告
し
た
。
次
に
、
案
件
の
審
議
に
移
り
、『

日
本
法
令
索
引

(

明
治
前
期
編)』

の
提
供
形
態
を
、
紙
媒
体
・
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
提
供
に
変
更

す
る
件
が
了
承
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
現
在
提
供
中
の

｢

日
本
法
令
索
引
デ
ー
タ
ベ
ー

ス｣

と

｢

近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー｣

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
た
。
そ
の
他
と
し
て
、
調
査
及
び
立
法
考
査
局
長
か
ら
、
帝
国
議
会
会
議
録
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

な
お
、
委
員
か
ら
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
提
供
に
関
し
て
、
使
用
す
る
漢

字
の
水
準
に
つ
い
て
、
ま
た
国
立
国
会
図
書
館
法
第
八
条
の

｢

出
版
に
適
す
る
様

式｣

の
規
定
を
ど
う
考
え
る
か
等
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た
。
審
議
会
は
、
午
後

四
時
半
に
散
会
し
た
。

(
調
査
及
び
立
法
考
査
局)
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日
本
法
令
沿
革
索
引
審
議
会
委
員

(

平
成
一
七
年
六
月
二
〇
日
現
在)

委
員
長

角
田
禮
次
郎

(

元
最
高
裁
判
所
判
事)

委
員
長
代
理

小
玉

正
任

(

元
国
立
公
文
書
館
長)

委

員
浅
古

弘

(

早
稲
田
大
学
法
学
部
教
授)

浅
野

一
郎

(

元
参
議
院
法
制
局
長)

筧

榮
一

(

元
検
事
総
長)

利
谷

信
義

(

東
京
家
政
学
院
大
学
学
長)

和
田

文
雄

(

元
衆
議
院
法
制
局
長)



こ
こ
は
新
館
の
２
階
に
あ
る
雑
誌
カ
ウ
ン
タ
ー
で

す
。
そ
の
窓
口
の
上
に
は
電
光
掲
示
板
が
あ
り
、
案

内
文
が
流
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
カ
ウ
ン
タ
ー
前
に

は
大
き
な
モ
ニ
タ
ー
が
あ
り
、
雑
誌
の
届
い
た
利
用

者
の
カ
ー
ド
番
号
が
点
灯
し
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、

カ
ウ
ン
タ
ー
の
中
で
働
く
私
た
ち
に
は
、
そ
れ
ら
の

光
輝
く
文
字
は
見
え
ま
せ
ん
。
黒

く
不
恰
好
な
機
械
の
背
中
が
見
え

る
だ
け
で
す
。
た
だ
、
そ
の
黒
い

背
中
の
向
こ
う
に
は
、
新
館
の
閲

覧
室
と
、
そ
の
端
の
大
き
な
窓
に

映
る
緑
の
木
々
が
見
え
ま
す
。
緑

の
木
々
の
見
え
る
窓
は
、
こ
こ
か

ら
本
当
に
遠
く
、
そ
の
窓
際
に
座

る
利
用
者
の
顔
は
と
て
も
小
さ
く

感
じ
ま
す
。

こ
こ
で
は
い
ろ
い
ろ
な
音
が
聞

こ
え
て
き
ま
す
。
雑
誌
を
書
庫
か
ら
運
び
出
し
、
送

り
返
す
搬
送
機
の
機
械
音
、
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
込

む
電
子
音
、
ブ
ッ
ク
ト
ラ
ッ
ク
の
ガ
タ
ガ
タ
音
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
開
閉
音
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
詰
め
ら
れ

た
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
筒
が
気
送
管
で
打
ち
上
げ
ら

れ
る
空
気
音
。
そ
れ
ら
の
規
則
正
し
い
音
は
、
雑
誌

カ
ウ
ン
タ
ー
の
業
務
が
順
調
に
い
っ
て
い
る
証
で
す
。

雑
誌
カ
ウ
ン
タ
ー
に
は
、
書
庫
か
ら
届
い
た
雑
誌

を
利
用
者
が
受
け
取
り
に
来
る
ま
で
置
い
て
お
く
テ
ー

ブ
ル
が
あ
り
ま
す
。
朝
の
う
ち
は
た
い
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
お
昼
を
過
ぎ
る
と
テ
ー
ブ
ル
に
は

山
の
よ
う
に
雑
誌
が
積
ま
れ
て
い
き
ま
す
。
テ
ー
ブ

ル
の
上
の
雑
誌
の
出
入
り
も
に
ぎ

や
か
に
な
り
、
や
が
て
雑
誌
カ
ウ

ン
タ
ー
は
、
も
っ
と
も
忙
し
い
時

間
を
迎
え
ま
す
。

そ
う
し
て
夕
方
も
過
ぎ
、
利
用

者
の
姿
も
ま
ば
ら
に
な
る
と
テ
ー

ブ
ル
の
上
の
雑
誌
の
量
も
減
っ
て

い
き
ま
す
。
閲
覧
時
間
が
終
了
す

る
と
、
そ
こ
に
雑
誌
の
姿
は
も
う

あ
り
ま
せ
ん
。
や
が
て
閲
覧
時
間

の
終
わ
り
を
告
げ
る
放
送
が
流
れ
、

夜
の
担
当
者
の
手
に
よ
っ
て
、
閲
覧
室
や
カ
ウ
ン
タ
ー

の
灯
が
落
と
さ
れ
ま
す
。
電
光
掲
示
板
の
光
も
消
え
、

雑
誌
カ
ウ
ン
タ
ー
は
昼
間
の
喧
騒
も
忘
れ
、
静
か
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
ま
ま
じ
っ
と
次
の
日
を

待
つ
の
で
す
。

(

資
料
提
供
部
雑
誌
課

梶)
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常
設
展
示
の
お
知
ら
せ

第
一
三
九
回

万
国
博
覧
会

―
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
、

は
じ
め
て
の
ば
ん
ぱ
く
。
―

平
成
一
七
年
九
月
二
二
日

(

木)

か
ら

一
一
月
十
五
日

(

火)

ま
で

於

本
館
二
階
第
一
閲
覧
室
前

(

東
京
本
館)

今
か
ら
お
よ
そ
一
四
〇
年
前
の
一
八
六
二

(

文

久
二)

年
、
ち
ょ
ん
ま
げ
姿
の
武
士
た
ち
が
、
ロ

ン
ド
ン
の
万
国
博
覧
会
で
世
界
最
先
端
の
文
物
を

目
に
し
ま
し
た
。
初
め
て
世
界
の
進
歩
を
目
の
あ

た
り
に
し
た
彼
ら
は
、
そ
の
様
子
を
日
記
な
ど
の

記
録
に
残
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
日
本
が
初
め

て
万
博
に
展
示
物
を
出
品
し
た
の
は
、
一
八
六
七

(

慶
応
三)

年
の
パ
リ
万
博
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
存
在
を
世
界
に
広
く
知
ら
し
め
た
の
は
こ

の
と
き
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
続
い
て
、
政
府
と

し
て
初
め
て
万
博
に
参
加
し
た
の
は
、
一
八
七
三

(

明
治
六)

年
の
ウ
ィ
ー
ン
万
博
で
の
こ
と
。
全

国
津
々
浦
々
か
ら
様
々
な
品
を
収
集
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
大
陸
に
乗
り
込
ん
だ
の
で
す
。

今
回
の
展
示
は
、
こ
れ
ら
の
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
、

ウ
ィ
ー
ン
の
万
国
博
覧
会
を
中
心
に

｢

は
じ
め
て

の｣

万
博
に
ま
つ
わ
る
当
館
所
蔵
資
料
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
初
め
て
万
博
を
目
に
し
た
日
本
人
は
、

何
を
感
じ
た
の
で
し
ょ
う
。
初
め
て
万
博
に
登
場

し
た
日
本
は
世
界
に
ど
ん
な
印
象
を
与
え
た
の
で

し
ょ
う
。
初
め
て
尽
く
し
の
万
国
博
覧
会
を
ど
う

ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。



���������
は
じ
め
に

平
成
一
六
年
一
○
月
一
日
、
国
立
国
会
図
書
館
東
京
本
館
は
新
装

開
館
の
日
を
迎
え
た
。
こ
の
と
き
導
入
さ
れ
た
新
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
本
誌
五
一
八
号
お
よ
び
五
二
一
号

に
お
い
て
す
で
に
紹
介
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
視
点
を
変
え
て
図

書
館
施
設
に
着
目
し
、
新
装
開
館
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
施
設
整
備

が
実
施
さ
れ
た
の
か
を
紹
介
し
た
い
。

１

改
修
の
経
緯
と
概
要

平
成
一
四
年
一
○
月
に
開
館
し
た
関
西
館
へ
の
一
部
機
能
の
移
転

に
伴
い
、
永
田
町
に
あ
る
東
京
本
館
で
は
、
利
用
者
エ
リ
ア
、
事
務

エ
リ
ア
お
よ
び
書
庫
の
い
ず
れ
も
空
白
地
が
生
じ
、
業
務
を
効
率
的

に
執
行
す
る
た
め
に
室
の
再
配
置
の
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

室
の
配
置
を
最
適
化
す
る
再
配
置
計
画
の
検
討
が
進
め
ら
れ
、
基
本

設
計
等
の
検
討
が
平
成
一
二
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
最
終
的
に
は
、

平
成
一
四
年
度
に
当
該
改
修
に
係
る
施
設
整
備
費
が
三
か
年
の
国
庫

債
務
負
担
行
為
と
し
て
予
算
化
さ
れ
た
。
こ
こ
に
東
京
本
館
改
修
工

事
は
、
国
土
交
通
省
大
臣
官
房
官
庁
営
繕
部
へ
支
出
を
委
任
す
る
こ

と
に
よ
り
、
平
成
一
四
年
一
二
月
に
施
工
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

冒
頭
で
述
べ
た
新
装
開
館
の
日
に
向
け
、
利
用
者
エ
リ
ア
の
工
事
が

最
優
先
で
進
め
ら
れ
た
。
事
務
エ
リ
ア
も
含
め
た
す
べ
て
の
作
業
が

完
了
し
た
の
は
、
平
成
一
七
年
三
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

改
修
に
伴
う
館
内
配
置
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
図
１

(

一
二
・

一
三
頁)

を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
関
西
館
へ
の
機
能
移
転
前
の
平

成
一
四
年
三
月
時
点
と
新
装
開
館
後
の
平
成
一
六
年
一
○
月
時
点
に

お
け
る
配
置
を
表
し
て
い
る
。
網
掛
け
の
な
い
部
分
が
利
用
者
エ
リ

ア
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
見
る
と
、
二
階
を
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
メ
イ

ン
フ
ロ
ア
と
す
る
性
格
が
よ
り
明
確
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
特
に
本

館
は
、
二
階
に
お
い
て
利
用
者
エ
リ
ア
の
割
合
が
大
き
く
増
加
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
国
会
サ
ー
ビ
ス
を
主
た
る
業
務
と
す
る
調
査
及
び
立

法
考
査
局
を
中
心
と
し
た
五
階
部
分
は
完
全
な
事
務
エ
リ
ア
と
し
、

ま
た
四
階
の
利
用
者
エ
リ
ア
は
北
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
周
辺
の
み
と
す
る

な
ど
、
機
能
性
を
重
視
し
た
利
用
者
動
線
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。

再
配
置
を
進
め
る
上
で
、｢

引
っ
越
し｣

は
欠
か
せ
な
い
作
業
で

あ
る
。
関
西
館
新
営
工
事
に
始
ま
り
、
東
京
本
館
改
修
工
事
に
お
い

て
も
閲
覧
室
、
専
門
室
お
よ
び
事
務
室
に
あ
る
図
書
館
資
料
や
家
具

類
の
移
転
作
業
が
続
け
ら
れ
た
。
書
庫
内
の
資
料
配
置
に
つ
い
て
も
、

関
西
館
に
移
転
し
た
資
料
の
跡
地
を
利
用
し
、
最
適
化
す
る
作
業
が

実
施
さ
れ
た
。
平
成
一
四
年
一
一
月
に
始
ま
っ
た
移
転
作
業
は
大
規
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模
な
も
の
で
、
図
書
に
換
算
し
て
四
五
○
万
冊
以
上
に
相
当
す
る
量

の
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
資
料
を
運
ん
だ
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
東
京
本
館
の
ほ
ぼ
全
域
に
影
響
す
る
作
業
が
行
わ
れ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
改
修
工
事
や
移
転
作
業
を
原
因
と
す
る
全
館

休
館
日
は
発
生
し
な
か
っ
た

(

た
だ
し
、
当
該
工
事
期
間
に
並
行
し

て
実
施
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
導
入
に
係
る
休
館
日
は
あ
る
程
度
発
生
し

た
。)

と
い
う
事
実
は
、
特
筆
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
国
立

国
会
図
書
館
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
当
館
の
設
立
お
よ
び
目
的
か
ら

考
え
れ
ば
、
当
然
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

利
用
者
が
資
料
を
利
用
し
、
職
員
が
執
務
を
行
う
建
物
で
行
わ
れ
る

｢

居
な
が
ら
工
事｣

と
い
う
条
件
は
、
た
い
へ
ん
厳
し
い
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
、
全
館
の
工
事
区
域
を
一
二
工
区
に
分
割

し
て
設
定
し
、
利
用
者
動
線
を
確
保
し
な
が
ら
順
次
工
事
を
進
め
て

い
く
方
法
を
採
用
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
工
事
が
完
了
し
た
工

区
に
あ
る
閲
覧
室
・
専
門
室
か
ら
順
に
新
し
い
環
境
で
サ
ー
ビ
ス
を

再
開
で
き
る
と
い
う
利
点
も
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
今
回
の
改
修
工
事
に
お
い
て
整
備
を
行
っ
た
中
で
、
い
く

つ
か
特
徴
的
な
事
柄
に
つ
い
て
触
れ
る
。

一
つ
目
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
機
能
的
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
施

設
と
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
問
い
な
が
ら
、
館
内
各
部

局
と
一
体
と
な
っ
て
施
工
が
実
現
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
国
会

サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
水
準
向
上
を
図
る
た
め

に
、
図
書
館
業
務
に
即
し
な
が
ら
適
切
な
施
設
機
能
の
向
上
を
ね
ら
っ

た
と
こ
ろ
に
、
大
き
な
意
義
を
感
じ
て
い
る
。

国
会
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
は
、
議
員
閲
覧
室
お
よ
び
特
別
研
究
室

等
の
整
備
や
、
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
の
各
課
室
へ
の
設
置
な
ど

が
特
徴
的
な
仕
様
で
あ
る
。
ま
た
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
は
、

利
便
を
実
感
で
き
る
各
閲
覧
室
等
の
整
備
お
よ
び
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

(

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
採
用)

な
ど
が
実
現
で
き
た
。
特
に

近
年
の
複
写
需
要
の
増
大
に
対
応
し
て
、
本
館
の
複
写
カ
ウ
ン
タ
ー
・

作
業
室
を
大
き
く
整
備
し
た
。
マ
イ
ク
ロ
資
料
の
利
用
に
対
応
し
た

閲
覧
室
・
複
写
カ
ウ
ン
タ
ー
を
整
備
し
た
こ
と
も
特
筆
さ
れ
る
事
項

で
あ
る
。

二
つ
目
は

｢

居
住
性
・
機
能
性｣

向
上
の
設
計
に
な
っ
て
い
る
部

分
で
あ
る
。
例
と
し
て
は
、
喫
煙
対
策
で
あ
る
。
当
該
工
事
期
間
中

に
健
康
増
進
法

(

平
成
十
四
年
八
月
二
日
法
律
第
百
三
号)

が
施
行

さ
れ
た
。
同
法
第
二
五
条
に
は
、
受
動
喫
煙
防
止
の
努
力
義
務
が
規

定
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
当
館
と
し
て
も
、
そ
れ
ま
で
回
廊
等
の

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
設
け
て
い
た

｢

喫
煙
コ
ー
ナ
ー｣

等
の
撤
去

を
想
定
し
た
が
、
一
方
で
当
館
で
の
利
用
者
の
滞
在
時
間
は
長
時
間

に
わ
た
る
場
合
が
多
く
、
ま
た
、
新
し
い
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ

ム
で
は
喫
煙
等
で
の
一
時
退
館
を
簡
便
に
行
う
こ
と
は
難
し
い
と
考

え
ら
れ
た
の
で
、
適
切
な
喫
煙
室
を
設
置
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
国
土
交
通
省
お
よ
び
設
計
・
工
事
業
者
の
方
々
と
と

も
に
最
善
の
努
力
を
払
い
、
結
果
と
し
て
、
本
館
二
階
に
利
用
者
喫

煙
室
を
設
け
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を
重
ね
、
非
喫
煙
者
に
も
喫
煙

者
に
も
よ
り
よ
い
施
設
整
備
を
行
お
う
と
努
力
し
た
成
果
と
し
て
出

来
上
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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本館講堂 売店

食堂

本館講堂 売店

食堂

６階

法令議会資料室

５階

(改修前) (改修後)

憲政資料室

地図室

新聞資料室

４階

新聞資料室

古典籍資料室 憲政資料室

電子資料室

地図室

注１. 斜線部は事務エリアを示す｡
２. 室名はそれぞれの時期に使用されていたものを示している｡
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議会官庁資料室

中庭

古典籍資料室

図書課第二別室

図書貸出室
図書課第一別室

新館講堂本館喫茶

本館第二閲覧室

(改修前) (改修後)

本館喫茶

科学技術資料室

中庭

図書館学資料室

アジア資料室

図書貸出カウンター

新館講堂

３階

一般研究室

官庁・国際機関資料室

新館複写カウンター

新館喫茶

展示室

１階

第三閲覧室

電子資料室

新館複写カウンター

新館喫茶

遺失物受付

展示室

音楽・
映像
資料室

雑誌課別室・雑誌貸出室

マイクロ資料閲覧室

本館第一閲覧室

図書カウンター

本館総合案内
本館ゲート

科学技術・経済情報室

新館ゲート

新館総合案内中庭

雑誌
カウンター

新館閲覧室

本館複写カウンター

人文総合情報室

利用者喫煙室

だれでもトイレ２階

雑誌課別室・雑誌貸出室

第二閲覧室雑誌
カウンター

中庭 新館資料案内

新館ゲート

参考図書室

本館ゲート本館資料案内

図書カウンター
本館複写カウンター

音楽・映像資料室

第一閲覧室

図書課別室

図１ 改修前(平成14年３月)と改修後(平成16年10月)の利用者サービスエリアの変更
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ま
た
、
本
館
利
用
者
入
口
の
風
除
室
を
大
き
く
改
修
し
た
こ
と
も

設
計
の
工
夫
で
あ
る
。
夏
冬
の
気
候
の
変
化
に
対
応
し
、
待
ち
時
間

等
に
も
快
適
な
環
境
を
提
供
で
き
る
こ
と
は
、
図
書
館
入
口
に
お
け

る
開
放
感
を
生
み
出
し
た
こ
と
と
あ
い
ま
っ
て
、
評
価
で
き
る
部
分

と
考
え
て
い
る
。

さ
ら
に
別
の
例
で
あ
る
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
と
し
て
新
館
の

議
会
官
庁
資
料
室
に
ブ
ッ
ク
デ
ィ
テ
ク
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
取
り
付

け
た
。
そ
の
際
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
の
た
め
、
資
料
室
入
口
に
壁

を
設
置
す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
ガ
ラ
ス
を
適
切
に
使
う
こ
と
で
圧

迫
感
な
く
シ
ス
テ
ム
を
設
置
で
き
た
こ
と
は
利
用
者
を
は
じ
め
職
員

に
も
好
評
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
既
存
施
設
の
竣
工
当
初
に
は
想
像
し
得
な
か
っ
た
、

時
代
の
要
請
と
も
言
う
べ
き
課
題
に
対
し
て
、
今
回
の
改
修
を
機
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
た
め
に
整
備
し
た
施
設
に
つ
い
て
は
、
項
を

改
め
て
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
東
京
本
館
改
修
工
事
の
設
計

に
お
い
て
は
、
改
修
後
に
配
置
が
想
定
さ
れ
る
電
子
図
書
館
基
盤
シ

ス
テ
ム
端
末
機
器
等
の
電
気
負
荷
を
想
定
し
、
全
館
の
空
気
調
和
に

対
す
る
熱
負
荷
計
算
を
実
施
し
た
。
計
算
に
基
づ
い
て
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
機
器
の
採
用
を
行
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
の
改
修
は
、
設
備
機
器
の
工
事
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た

た
め
、
利
用
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
職
員
で
さ
え
気
付
か
な
い
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。｢

全
熱
交
換
機｣

の
導
入
も

そ
の
一
例
で
あ
る
。
こ
の
設
備
は
、
館
内
に
外
気
を
取
り
入
れ
る
際
、

排
気
す
る
空
気
が
保
有
す
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回
収
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
空
気
調
和
機
に
か
か
る
負
荷
を
軽
減
さ
せ
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に

貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
が
図
ら
れ
た

設
備
と
し
て
、｢

Ｈ
Ｆ
管｣

を
利
用
し
た
照
明
器
具
が
挙
げ
ら
れ
る
。

｢

Ｈ
Ｆ
管｣

は
、
例
え
ば
四
○
Ｗ
型
標
準
蛍
光
管
三
本
分
に
相
当
す

る
照
度
を
三
二
Ｗ
Ｈ
Ｆ
蛍
光
管
二
本
の
消
費
電
力
で
得
ら
れ
る
、
大

幅
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
の
あ
る
蛍
光
管
で
あ
る
。
ま
た
、
新
館
の

閲
覧
室
、
専
門
室
、
事
務
室
に
つ
い
て
は
、
照
明
器
具
を
Ｈ
Ｆ
管
使

用
の
も
の
に
改
修
す
る
だ
け
で
な
く
、
調
光
制
御
装
置
の
取
り
付
け

も
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
外
光
の
入
射
量
の
度
合
い
に
応
じ
て
、

あ
ら
か
じ
め
設
定
し
た
照
度
に
な
る
よ
う
自
動
的
に
調
整
が
行
わ
れ
、

消
費
電
力
の
節
約
に
寄
与
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
が
時
代
と
と
も
に
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
改
修
が
必
要
と
な
っ
た
も
の
も
あ
る
。
本
館
目
録
ホ
ー
ル
の
大

部
分
を
占
め
て
い
た
カ
ー
ド
目
録
は
、
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
端
末
で
の
検
索
が

一
般
的
と
な
っ
た
た
め
、
電
子
的
検
索
で
十
全
に
は
対
応
で
き
な
い

資
料
群
の
部
分
を
残
し
て
、
撤
去
と
な
っ
た
。
身
長
ほ
ど
の
高
さ
の

あ
る
カ
ー
ド
ボ
ッ
ク
ス
が
並
ぶ
光
景
も
印
象
的
で
は
あ
っ
た
が
、

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
端
末
や
複
写
申
込
端
末
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
の
も
ま

た
壮
観
で
あ
る
。
そ
の
設
置
に
必
要
な
電
源
や
支
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
配
線

は
、
今
回
の
改
修
で
整
備
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
館
の
回
廊
に
つ
い
て
は
、
設
立
時
の
構
想
で
休
憩
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
考
え
ら
れ
、
読
書
空
間
を
想
定
し
て
設
計
照
度
を
定
め
た
も
の
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で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
広
々
と
し
た
空
間
の
魅
力
が
あ
り
、
回

廊
に
置
か
れ
た
ベ
ン
チ
で
は
、
資
料
を
読
む
利
用
者
の
姿
が
多
く
見

ら
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
利
用
状
況
の
変
化
に
合
わ
せ
、
回
廊
の

照
明
器
具
を
増
設
し
、
照
度
を
上
げ
る
工
事
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
改
修
に
よ
り
、
図
書
館
サ
イ
ン
の
視
認
性
が
高
ま
り
、
読

書
も
十
分
に
可
能
な
照
度
と
な
っ
た
。

照
明
に
あ
わ
せ
て
新
サ
イ
ン
計
画
に
伴
う
工
事
も
行
わ
れ
た
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
３
で
詳
し
く
述
べ
る
。

２

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
お
よ
び
安
全
対
策

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
お
よ
び
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
ハ
ー
ト
ビ
ル

法

(

注)

や

｢

東
京
都
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例｣

の
整
備
基
準
等

を
満
た
す
こ
と
を
目
指
し
て
検
討
を
進
め
た
。

(

注)

高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
が
円
滑
に
利
用
で
き
る
特
定
建
築
物
の

建
築
の
促
進
に
関
す
る
法
律

(

平
成
六
年
六
月
二
十
九
日
法
律
第

四
十
四
号)

●
車
椅
子
対
応
カ
ウ
ン
タ
ー

(

写
真
１)

各
閲
覧
室
等
の
カ
ウ
ン
タ
ー
の
改
修
に
際
し
て
は
、
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
に
最
大
限
応
え
、
ま
た
業
務
上
使
い
や
す
い
設
計
を
目
指
し
て
、

各
部
局
の
要
望
事
項
を
基
礎
に
詳
細
設
計
・
検
討
を
繰
り
返
し
て
製

作
を
行
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
は
、
車
椅
子
で
近
付
い

た
場
合
に
足
元
が
ぶ
つ
か
り
、
と
く
に
用
紙
の
記
入
を
行
う
場
合
に

は
不
自
然
な
姿
勢
と
な
っ
て
い
た
。
車
椅
子
対
応
カ
ウ
ン
タ
ー
で
は
、

天
板
の
縁
よ
り
も
四
五
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
奥
ま
で
足
を
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
自

然
な
姿
勢
で
記
入
を
行
え
る
。

こ
れ
は
、
車
椅
子
を
使
用
し
て

い
な
い
利
用
者
が
着
席
し
て
記

入
を
行
う
こ
と
も
想
定
し
た
設

計
で
あ
る
。
単
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー

対
応
と
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考

え
方
を
取
り
入
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
単
位
で
分
割
・
組
換
え

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
将
来
的
に
配
置
が
変
更
さ
れ
た

場
合
に
は
、
転
用
可
能
と
し
た
機
能
的
な
設
計
で
あ
る
。

●
補
聴
器
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

聴
覚
障
害
者
に
対
し
て
職
員
が
説
明
を
行
う
際
に
使
用
す
る
装
置
。

今
回
の
改
修
工
事
で
新
設
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー

に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
図
書
館
と
い
う
施
設
の
性
格
上
、
利
用
者
に

対
し
て
大
き
な
声
で
話
し
か
け
る
こ
と
は
静
寂
を
破
る
上
に
、
会
話

の
内
容
が
周
囲
に
聞
こ
え
て
し
ま
う
の
で
問
題
が
あ
る
。
こ
の
装
置

の
マ
イ
ク
を
使
っ
て
職
員
が
話
し
か
け
る
と
、
シ
ス
テ
ム
対
応
補
聴

器
を
装
着
し
た
複
数
の
利
用
者
に
対
し
て
、
ワ
イ
ア
レ
ス
で
声
を
届

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
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●
音
声
案
内
装
置
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ホ
ン

(

写
真
２)

視
覚
障
害
者
に
対
し
て
当
館
の
入

口
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
装
置
。

本
館
風
除
室
内
の
触
知
サ
イ
ン
前
位

置
に
設
置
し
、
対
応
す
る
発
信
機
を

持
つ
利
用
者
が
近
付
く
と
、
施
設
名

な
ど
を
知
ら
せ
る
放
送
が
自
動
的
に

流
れ
る
。
こ
の
方
式

(
微
弱
電
波
方

式
と
呼
ば
れ
る
も
の)

は
、
横
断
歩

道
に
あ
る
歩
行
者
用
交
通
信
号
の
歩

行
時
間
延
長
機
能
と
し
て
普
及
し
て

い
る
。
ま
た
、
触
知
サ
イ
ン
に
は
イ

ン
タ
ー
ホ
ン
が
設
置
し
て
あ
る
。
こ

れ
は
主
と
し
て
視
覚
障
害
者
の
利
用
を
想
定
し
た
。
利
用
者
側
の
子

機
は
本
館
風
除
室
内
に
あ
り
、
本
館
受
付
の
係
員
と
通
話
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

●
避
難
誘
導
装
置

(

電
光
掲
示
・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
型)

(

写
真
３)

主
と
し
て
聴
覚
障
害
者
に
対
し
て
避
難
誘
導
を

行
う
た
め
の
装
置
。
火
災
発
生
時
に
は
、
非
常
放

送
に
よ
っ
て
異
常
を
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
職
員

が
利
用
者
の
避
難
誘
導
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
聴
覚
障
害
者
は
非
常
放
送
の
内
容

を
聞
き
取
れ
な
い
た
め
、
職
員
が
常
駐
し
な
い
閲
覧
室
で
は
避
難
が

遅
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
っ
た
。
こ
の
装
置
は
、
非
常
放
送
と
同

時
に
フ
ラ
ッ
シ
ュ
が
光
っ
て
注
意
を
喚
起
し
、
電
光
表
示
板
の
文
字

情
報
に
避
難
指
示
の
内
容
が
表
示
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

●
だ
れ
で
も
ト
イ
レ

(

写
真
４)

車
椅
子
利
用
者
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト

(

人
工
肛
門
装
着
者)

、
幼
児

同
伴
者
の
利
用
に
も
配
慮
し
た
ト
イ
レ
。
新
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
ロ
ッ

カ
ー
室
横
に
あ
っ
た
車
椅
子
用
ト
イ
レ
を
今
回
の
工
事
で
改
修
し
、

人
工
肛
門
洗
浄
用
の
蛇
口

と
オ
ム
ツ
交
換
用
の
台
を

ブ
ー
ス
内
に
設
置
し
た
。

そ
の
他
、
配
線
を
管
理

す
る
た
め
に
、
い
く
つ
か

の
床
面
で
フ
ラ
ッ
ト
ケ
ー

ブ
ル
を
導
入
し
た
。
こ
れ

は
シ
ー
ト
状
の
配
線
ケ
ー

ブ
ル
で
あ
り
、
つ
ま
ず
き

等
を
防
止
す
る
仕
様
の
配

線
で
あ
る
。
ま
た
、
階
段

の
段
差
を
注
意
喚
起
す
る

目
的
で
、
黄
色
の
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
の
敷
設
を
行
っ
た
。
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３

新
サ
イ
ン
計
画

再
配
置
を
行
う
こ
と
で
、
従
来
の
施
設
サ
イ
ン
で
は
実
態
と
合
わ

な
く
な
る
。
そ
こ
で
、
新
し
い
サ
イ
ン
計
画
の
策
定
を
行
い
、
工
事

を
実
施
す
る
必
要
が
生
じ
た
。

新
サ
イ
ン
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
館
内
各
部
局
の
代
表
者
か
ら

な
る
施
工
前
の
調
整
会
議
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
平
成

一
五
年
度
に
お
い
て
は
、
東
京
本
館
の
新
装
開
館
の
全
体
調
整
を
行

う

｢

東
京
本
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
調
整
班｣

の
下
に
、｢

サ
イ
ン
小
班｣

を
置
き
、
総
務
部
管
理
課
を
小
班
事
務
局
と
す
る
小
班
会
議
を
開
い

て
必
要
事
項
の
検
討
を
重
ね
た
。
平
成
一
五
年
度
末
で
東
京
本
館
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
調
整
班
の
検
討
事
項
か
ら
工
事
項
目
は
外
れ
た
た
め
、

サ
イ
ン
小
班
は
基
本
的
機
能
を
そ
の
ま
ま
に
、
独
立
し
た

｢

サ
イ
ン

調
整
班｣

と
し
て
活
動
を
続
け
た
。

平
成
一
五
年
度
に
ま
ず
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、｢
貼
り
紙｣

の
現

状
調
査
で
あ
る
。
主
と
し
て
利
用
者
へ
の
案
内
を
目
的
と
し
て
職
員

が
作
成
し
た
貼
り
紙
は
、
紙
が
日
焼
け
し
た
り
破
れ
た
り
し
た
も
の

が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
壁
や
柱
に
テ
ー
プ
で

留
め
て
あ
る
こ
と
で
、
施
設
を
傷
め
る
原
因
に
も
な
っ
て
い
た
。
一

方
、
当
館
施
設
の
空
間
構
成
が
わ
か
り
に
く
い
た
め
貼
り
紙
を
行
っ

て
い
る
と
す
る
意
見
も
強
く
、
旧
サ
イ
ン
計
画
に
お
い
て
不
足
し
て

い
る
誘
導
を
補
っ
て
い
る
貼
り
紙
に
つ
い
て
は
、
施
設
的
対
応
が
行

わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
新
サ
イ
ン
計
画
に
お
い

て
は
、
誘
導
サ
イ
ン
が
大
幅
に
増
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
説
明
的
内
容
を
持

つ
案
内
サ
イ
ン
の
多
く
は
、

す
で
に
設
置
か
ら
多
く
の
年

月
が
経
過
し
、
情
報
が
古
く

な
っ
て
い
た
た
め
、
貼
り
紙

を
上
か
ら
重
ね
て
貼
っ
て
い

る
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
サ
イ
ン
は
、
今
後
も
短

期
的
に
見
直
し
を
繰
り
返
す

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、

そ
れ
に
適
し
た
仕
様
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
サ
イ
ン
面
の
差
し

替
え
が
簡
便
な
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
サ
ー
ト
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
と
し
、

閲
覧
室
・
専
門
室
の
内
部
な
ど
に
設
置
し
た

(

写
真
５)

。

色
彩
も
サ
イ
ン
の
重
要
な

要
素
で
あ
る
。
利
用
者
が
図

書
館
内
に
あ
っ
て
方
向
感
覚

を
維
持
す
る
こ
と
を
補
助
し
、

理
解
し
や
す
い
施
設
の
機
能

案
内
を
実
現
す
る
た
め
に
、

色
彩
を
活
用
し
た
。
そ
の
た

め
今
回
施
設
内
に
設
置
し
た

サ
イ
ン
に
は

｢

方
位
色｣

が

つ
け
ら
れ
て
い
る
。
大
き
く

館
内
を
六
色
に
分
割
し
た
。
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本
館
の
東
側
が｢

緑｣

、
西
側
が

｢

う
す
茶｣

、
南
側
が

｢

赤｣

、
北
側

が
｢

青｣

、
本
館
中
心
部
の
目
録
ホ
ー
ル
が

｢

黄｣

、
新
館
が

｢

オ
レ

ン
ジ｣
と
な
っ
て
い
る

(

詳
細
は
一
七
頁
図
２
を
参
照)

。

最
後
に
サ
イ
ン
の
内
容
に
関
し
て
、
使
用
さ
れ
て
い
る
文
言
の
統

一
化
を
行
っ
た
。
同
じ
場
所
を
示

し
て
い
る
の
に
異
な
る
名
称
が
用

い
ら
れ
て
い
る
と
、
混
乱
を
招
い

て
し
ま
う
。
あ
る
い
は
、
同
じ
趣

旨
の
禁
止
事
項
や
注
意
事
項
は
館

内
ど
こ
で
も
同
じ
表
現
に
し
た
ほ

う
が
、
理
解
が
早
い
。
そ
こ
で
、

室
名
や
サ
ー
ビ
ス
ポ
イ
ン
ト
名
称

を
統
一
的
に
定
め
た
。
ま
た
、
禁

止
事
項
や
注
意
事
項
に
つ
い
て
は
、

ピ
ク
ト
サ
イ
ン
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
た
。
こ
れ
は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
内
容
を
表
象
す
る
絵
文
字
の
よ

う
な
も
の
で
、
国
際
的
に
統
一
化

さ
れ
た
も
の
も
多
く
、
新
サ
イ
ン

計
画
に
お
い
て
も
各
所
に
採
用
さ

れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
当
館
に

固
有
の
禁
止
事
項
や
注
意
事
項
な

ど
に
つ
い
て
は
、
当
然
の
こ
と
で

は
あ
る
が
、
既
製
の
ピ
ク
ト
サ
イ

ン
が
存
在
し
な
い
。
そ
こ
で
、
職
員
が
作
成
し
た
図
案
に
基
づ
き
、

独
自
の
ピ
ク
ト
サ
イ
ン
を
作
成
し
た

(

図
３)

。

●
外
構
サ
イ
ン

(

写
真
６)

最
寄
り
の
公
共
交
通
機
関
か
ら
の
経
路
に
当
た
る
歩
道
に
面
し
て

設
置
し
て
あ
る
サ
イ
ン
。
当
館
は
敷
地
の
特
性
上
、
東
京
メ
ト
ロ
永

田
町
駅
の
出
口
か
ら
利
用

者
入
口
ま
で
の
経
路
が
わ

か
り
に
く
く
、
通
用
口

(

西
口)

や
南
口
に
誤
っ

て
入
っ
て
し
ま
う
利
用
者

も
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
、

今
回
の
サ
イ
ン
工
事
に
お

い
て
は
、
外
構
サ
イ
ン
の

整
備
に
力
を
入
れ
た
。
外

構
サ
イ
ン
の
案
内
板
に
は
、

利
用
者
入
口
の
位
置
が
示

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
当
館

の
開
館
時
間
、
利
用
資
格
、
休
館
日
と
い
っ
た
情
報
も
表
示
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
掲
示
板
を
大
幅
に
増
設
し
、
休
館
日
の
案
内
や
ポ
ス

タ
ー
の
掲
示
に
活
用
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
利
用
者
入
口
や
利
用

者
駐
車
場
の
方
向
を
矢
印
で
示
す
補
助
的
な
サ
イ
ン
、
東
京
駅
ま
で

を
含
む
当
館
周
辺
の
地
図
を
表
示
し
た
サ
イ
ン
も
新
設
し
た
。

な
お
、
外
構
サ
イ
ン
の
色
は
青
を
基
調
と
し
、
背
景
と
な
る
植
栽
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に
溶
け
込
ま
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
。

●
触
知
サ
イ
ン

(

一
六
頁
写
真
２)

案
内
板
等
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
を
視
覚
障
害
者
向
け
に
伝
え
る

た
め
の
点
字
サ
イ
ン
。
単
独
で
来
館
す
る
視
覚
障
害
者
を
安
全
に
館

内
に
導
く
こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
。
今
回
の
サ
イ
ン
工
事
に
お

い
て
初
め
て
整
備
さ
れ
た
。
外
構
の
場
合
は
、
五
か
所
あ
る
案
内
板

の
う
ち
、
利
用
者
入
口
に
近
い
二
か
所
の
横
と
、
南
口
に
近
い
一
か

所
の
横
に
設
置
し
て
あ
る
。
利
用
者
ま
た
は
来
館
者
は
、
こ
こ
で
入

る
べ
き
入
口
の
位
置
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
本
館
風
除

室
内
に
あ
る
触
知
サ
イ
ン
で
は
、
本
館
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で
の
経

路
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。(

な
お
、
併
設
し
て
あ
る
音
声
誘
導
装

置
・
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
に
つ
い
て
は
２
で
触
れ
た
。)

も
う
一
つ
の
触

知
サ
イ
ン
は
ト
イ
レ
で
の
誘
導
で
あ
る
。
他
の
施
設
の
例
か
ら
、
人

的
対
応
を
得
ら
れ
る
場
合
で
も
ト
イ
レ
の
中
ま
で
付
き
添
わ
れ
る
こ

と
に
は
抵
抗
を
感
じ
る
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
十
分
な
配
慮
が

必
要
だ
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
ト
イ
レ

に
つ
い
て
は
、
ト
イ
レ
入
口
の
扉
の
横
に
、
男
女
の
別
や
設
備
の
配

置
を
点
字
で
示
し
た
触
知
サ
イ
ン
を
設
置
し
て
あ
る
。

●
入
館
案
内
板
・
利
用
案
内
板
・
ｉア
イ

‐
ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

・
誘
導
サ

イ
ン
・
室
機
能
案
内
板

(

二
〇
・
二
一
頁
図
４)

利
用
者
が
外
構
か
ら
建
物
の
中
に
入
り
、
行
き
た
い
サ
ー
ビ
ス
ポ

イ
ン
ト
ま
で
速
や
か
に
た
ど
り
着
け
る
よ
う
に
、
動
線
上
に
設
置
し

て
あ
る
サ
イ
ン
群
で
あ
る
。
誘
導
性
、
人
間
の
情
報
処
理
能
力
、
記

憶
限
界
な
ど
を
ふ
ま
え
て
設
計
さ
れ
た
。
外
構
の
案
内
板
で
誘
導
さ

れ
た
利
用
者
は
、
次
に
、
入
館
案
内
板
を
目
に
す
る
こ
と
に
な
る
。

入
館
案
内
板
は
、
本
館
風
除
室
内
と
新
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
内

に
あ
り
、
入
館
す
る
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項
等
が
書
か
れ
て
い
る
。

必
要
な
手
続
を
済
ま
せ
て
ゲ
ー
ト
を
通
過
し
館
内
に
入
る
と
、
正
面

に
利
用
案
内
板
が
見
え
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
本
館
と
新
館
の
い
ず
れ

の
場
合
も
同
様
の
流
れ
と
な
る
。
利
用
案
内
板
を
見
た
利
用
者
は
、

館
内
に
は
ど
の
よ
う
な
閲
覧
室
・
専
門
室
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
本
館
・

新
館
の
ど
ち
ら
の
何
階
に
あ
る
の
か
、
ざ
っ
と
眺
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
館
内
全
域
で
共
通
の
注
意
事
項
を
告
知
さ
れ
る
。
利
用

し
た
い
サ
ー
ビ
ス
が
決
ま
っ
て
歩
き
出
し
た
利
用
者
は
、
次
に
、

ｉ
‐
ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
に
行
き
当
た
る
。
こ
れ
は
、
本
館
回
廊
や
各

階
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
付
近
に
設
置
さ
れ
た
フ
ロ
ア
案
内
で
、

閲
覧
室
・
専
門
室
等
の
平
面
配
置
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
か

ら
目
的
の
サ
ー
ビ
ス
ポ
イ
ン
ト
ま
で
は
、
要
所
に
あ
る
誘
導
サ
イ
ン

の
矢
印
を
頼
り
に
進
む
こ
と
に
な
る
。
閲
覧
室
・
専
門
室
の
前
ま
で

た
ど
り
着
く
と
、
入
口
の
横
に
室
機
能
案
内
板
が
あ
る
の
が
わ
か
る

だ
ろ
う
。
室
機
能
案
内
板
に
は
、
当
該
室
の
室
名
、
開
室
時
間
、
行

わ
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
の
概
要
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
サ

イ
ン
を
た
ど
る
こ
と
で
、
空
間
構
成
を
つ
か
み
に
く
い
当
館
に
あ
っ

て
も
、
た
や
す
く
目
的
地
に
行
き
着
く
こ
と
を
意
図
し
た
サ
イ
ン
群

で
あ
る
。
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図４ 館内誘導の流れ (例：新聞資料室の利用)

利用者は誘導サインに従って目的の資料室に到達できる

４の２ 回廊の利用案内板

４の１ 風除室内の入館案内板

４の３ i-station (本館・北 ２階)
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４の６ 室機能案内板 (新聞資料室)

４の４ 誘導サイン (天吊り型)

４の５ i-station (新館 ２階)



●
カ
ウ
ン
タ
ー
サ
イ
ン

目
的
地
ま
で
の
誘
導
を
補
助
す
る
も
の
と
し
て
カ
ウ
ン
タ
ー
に
サ

イ
ン
を
立
て
た
。
目
録
ホ
ー
ル
な
ど
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
あ
る

カ
ウ
ン
タ
ー
は
、
遠
く
か
ら
見
た
と
き
に
目
印
と
な
る
も
の
が
な
く
、

利
用
者
に
方
向
を
指
し
示
し
て
案
内
す
る
際
に
不
都
合
が
生
じ
て
い

た
。
そ
こ
で
、
人
の
背
よ
り
高
い
位
置
に
カ
ウ
ン
タ
ー
サ
イ
ン
を
設

置
し
、
目
印
と
な
る
よ
う
に
し
て
あ
る
。
こ
の
サ
イ
ン
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

ラ
ン
プ
に
よ
る
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
を
備
え
て
い
て
、
雨
天
な
ど
で
外
光

を
得
ら
れ
な
い
と
き
の
視
認
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

●
方
位
カ
ラ
ー
パ
ネ
ル

(

写
真
７)

方
位
カ
ラ
ー
パ
ネ
ル
は
、
本
館
回
廊
に
面
し
た
階
段
付
近
に
新
設

さ
れ
た
も
の
で
、
本
館
二

階
と
三
階
を
貫
く
高
さ
が

あ
り
、
目
を
惹
く
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か

ｉ
‐
ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
の

パ
ネ
ル
色
も
、
方
位
カ
ラ
ー

に
従
っ
て
塗
り
分
け
ら
れ

て
い
る
。

お
わ
り
に

国
立
国
会
図
書
館
に
お

い
て
は
、
こ
の
一
〇
年
間
、

関
西
館
お
よ
び
国
際
子
ど
も
図
書
館
の
新
規
建
設
・
改
修
も
含
め
、

新
し
い
国
立
国
会
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
す
る
施
設
整
備
を
着

実
に
実
施
し
て
き
た
。
最
後
を
飾
る
東
京
本
館
の
施
設
改
修
に
つ
い

て
概
略
を
触
れ
た
が
、
こ
の
改
修
は
主
に
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
の

施
設
整
備
が
主
力
で
あ
っ
た
。
今
後
の
施
設
整
備
に
お
い
て
は
、
保

全
上
の
必
要
や
防
災
対
策
に
力
点
を
お
い
た
改
修
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
工
事
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

図
書
館
の
施
設
は
、
資
料
を
安
全
に
保
管
し
、
的
確
な
利
用
者
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
た
め
に
今
後
と
も
十
全
な
維
持
管
理
が
必
要
と
な
る
。

そ
の
た
め
の
各
種
保
全
作
業
に
つ
い
て
も
、
こ
の
改
修
に
お
い
て
さ

ま
ざ
ま
な
議
論
・
検
討
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
を
生
か
し
、
現
在

の
国
立
国
会
図
書
館
の
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。
図
書
館
業
務
の
向

上
に
も
寄
与
し
た
の
で
は
と
、
若
干
の
自
負
も
あ
る
。

工
事
中
ご
不
便
を
お
か
け
し
た
が
、
ご
理
解
を
示
し
て
い
た
だ
い

た
利
用
者
の
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
国
土
交
通
省

大
臣
官
房
官
庁
営
繕
部
を
は
じ
め
、
東
京
本
館
改
修
工
事
に
携
わ
っ

た
設
計
・
施
工
・
監
理
等
の
工
事
関
係
者
の
皆
様
に
も
謝
辞
を
差
し

上
げ
た
い
。
最
後
で
あ
る
が
、
内
部
的
に
も
改
修
の
検
討
を
通
じ
て

図
書
館
業
務
の
あ
り
方
を
含
ん
で
館
内
各
部
局
と
議
論
を
重
ね
、
よ

り
よ
い
図
書
館
施
設
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
得
ら
れ
た
と
考
え
る
。
今
後

の
施
設
整
備
の
推
進
に
役
立
て
た
い
。

(

総
務
部
管
理
課)
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写真７ 方位カラーパネル
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平
成
一
七
年
度
国
際
子
ど
も
図
書
館
連
絡

会
議
の
開
催

平
成
一
七
年
六
月
一
五
日
、
国
立
国
会
図
書

館
国
際
子
ど
も
図
書
館
に
お
い
て
、
第
三
回
目

と
な
る
標
記
会
議
を
開
催
し
た
。
国
際
子
ど
も

図
書
館
と
協
力
関
係
に
あ
る
諸
機
関
か
ら
一
五

名
お
よ
び
国
際
子
ど
も
図
書
館
側
か
ら
六
名
の

職
員
が
出
席
し
た
。

村
山�
雄
国
際
子
ど
も
図
書
館
長
の
あ
い
さ

つ
の
あ
と
、｢

一
、
平
成
一
六
年
度
の
活
動
内
容

と
今
後
の
計
画｣

｢

二
、
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
の
児
童

書
収
集
と
提
供｣

｢

三
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
の

図
書
館
奉
仕
の
拡
充
に
関
す
る
調
査
会
答
申
お

よ
び
今
後
の
基
本
計
画
に
つ
い
て｣

の
三
つ
の
報

告
を
行
っ
た
。
館
外
出
席
者
か
ら
は
、
プ
ラ
ン
ゲ

文
庫
の
児
童
書
収
集
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
、
今

後
の
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
人
材
育
成
に
つ

い
て
要
望
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
各
機
関
が
国
際
子
ど
も
図
書
館
へ

連
携
協
力
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
の
提
案
な
ど

が
行
わ
れ
、
活
発
な
意
見
が
か
わ
さ
れ
、
会
議

を
終
了
し
た
。

国
立
国
会
図
書
館
総
合
目
録
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
研
修
会
の
開
催

標
記
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
都
道
府
県
内

(

県
域)

ま
た
は
政
令
指
定
都
市
内

(

地
域)

に
お
け
る
研

修
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
平
成
一
七
年
六
月

二
四
日
に
当
館
第
一
研
修
室

(

関
西
館)

に
お
い

て
標
記
研
修
会
を
開
催
し
た

(

参
加
者
数
二
三
名)

。

こ
の
研
修
会
は
、
標
記
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
対
す
る

理
解
を
深
め
、
総
合
目
録
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
の
効
率
的
な
利
用
と
円
滑
な
図
書
館
協
力
活
動

の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

研
修
会
で
は
、
は
じ
め
に
当
館
か
ら
、
標
記
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
研
修
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
し
た
。
次
い
で
、
研
修
実
施
に
あ
た
っ
て
の
質

疑
応
答
お
よ
び
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

収
録
対
象
資
料
群
に
関
す
る
質
問
や
、
県
域
・
地

域
研
修
の
場
で
参
加
者
に
配
布
す
る
資
料
の
要
望

が
寄
せ
ら
れ
た
。

第
九
回
資
料
保
存
研
修｢
あ
な
た
に
も
で
き

る
図
書
館
資
料
の
保
護
と
補
修｣

の
開
催

国
内
の
各
種
図
書
館
等
の
職
員
を
対
象
に
、
平

成
一
七
年
七
月
六
日
お
よ
び
七
日
に
当
館
研
修
室

(

東
京
本
館)

に
お
い
て
標
記
研
修
を
開
催
し
、
各

日
一
六
名
、
計
三
二
名
の
参
加
を
得
た
。
前
回
・

前
々
回
と
同
様
、
資
料
保
存
に
関
す
る
基
礎
的
な

技
術
の
習
得
を
目
的
と
し
て
、
ペ
ー
ジ
破
れ
等
の

簡
単
な
補
修
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
製
本
、
参
加
者
が

持
参
し
た
表
紙
と
本
体
が
分
離
し
て
い
る
図
書
の

補
修
の
実
習
を
行
っ
た
。

両
日
と
も
実
習
の
前
に
講
義
を
行
っ
て

｢

治
す

前
に
防
ぐ｣

と
い
う
予
防
的
保
存
の
重
要
性
を
強

調
し
、
実
習
後
に
は
収
集
部
資
料
保
存
課
製
本
室

を
見
学
し
た
。
質
疑
応

答
で
は
、
各
館
で
の
資

料
保
存
の
現
状
や
課
題
、

破
損
資
料
へ
の
対
処
法

等
、
活
発
に
意
見
が
交

わ
さ
れ
た
。

な
お
、
今
回
の
研
修

へ
の
申
込
者
数
は
、
前

回
の
五
〇
名
を
上
回
る

七
二
名
で
あ
っ
た
。
資

料
保
存
の
基
本
的
な
実

技
研
修
へ
の
要
望
に
配

慮
し
、
こ
の
研
修
を
引

き
続
き
実
施
し
て
い
き

た
い
。

NDL news 当館の最近の動き



株
式
会
社
呉
竹
創
業
百
周
年
史

家
業
か
ら

公
器
へ

呉
竹
編
・
刊

(

〒
630-
8670

奈
良
市
南
京

終
町
七
丁
目
五
七
六
番
地)

二
〇
〇
三
・
一
〇

一
七
五
頁

Ａ
４

付
属
資
料

書
く
画
く

描
く

三
一
頁

Ａ
４

(D
H

22-H
153)

｢

筆
ぺ
ん｣

と
い
う
も
の
が
あ
る
。
筆
文
字
を
手

軽
に
書
け
る
こ
の
筆
記
具
を
使
っ
た
こ
と
が
あ
る
人

も
多
い
だ
ろ
う
。

本
書
は
、｢

く
れ
竹
筆
ぺ
ん｣

と
し
て
有
名
な
株

式
会
社
呉
竹
の
創
業
一
〇
〇
周
年
史
で
あ
る
。

こ
の
本
の
特
徴
は
、
単
に
会
社
の
歴
史
に
と
ど
ま

ら
ず
、｢

筆
文
字
と
社
会｣

と
い
っ
た
記
述
が
豊
富

に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
第
二

次
大
戦
後
の
占
領
期
に
は
、
国
粋
主
義
を
は
ぐ
く
む

と
し
て
、
習
字
教
育

(

書
道)

は
禁
止
さ
れ
た
と
い

う
事
実
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
会
社
の
売
上
低
下

と
い
っ
た
面
か
ら
語
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、｢

筆

文
字
が
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
ら
れ
て
い
た

か｣

と
い
う
、
よ
り
大
き
な
視
点
が
含
ま
れ
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
社
史
で
あ
り
な
が
ら
も

｢

墨
の
歴

史｣

と
い
う
テ
ー
マ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
と
い
う
構

成
か
ら
も
、
筆
文
字
と
社
会
と
い
う
大
き
な
記
述
を

志
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
い
し
れ
よ
う
。
書
か
れ

て
い
る
の
は
、
筆
文
字
の
近
代
史
な
の
だ
。

主
力
商
品
で
あ
る
筆
ぺ
ん
に
つ
い
て
は
、
開
発
過

程
や
ヒ
ッ
ト
の
様
子
な
ど
が
中
心
に
語
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
面
白
い
の
は
、
筆
ぺ
ん
開
発
の
き
っ
か
け
で

あ
る
。｢

筆
を
気
軽
に
使
え
る
よ
う
に
筆
ぺ
ん
が
で

き
た｣

と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
呉
竹
が

(

毛
筆
と
い

う
意
味
で
の)

筆
市
場
に
参
入
し
た
の
は
ず
っ
と
後

の
こ
と
な
の
だ
。｢

く
れ
竹
筆
ぺ
ん｣

の
出
発
点
は

サ
イ
ン
ペ
ン
で
あ
っ
た
。
墨
で
創
業
し
、
墨
汁
へ
と

事
業
を
拡
大
し
た
呉
竹
は
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
海

外
へ
の
サ
イ
ン
ペ
ン
の
輸
出
を
主
力
と
し
て
い
た
が
、

ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
、
海
外
市
場
か
ら
撤
退
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
新
た
な
商
品
を
検

討
し
た
結
果
、
創
業
以
来
の

｢
筆
文
字｣

に
原
点
回

帰
し
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
墨
や
墨
汁
を
そ
の
ま

ま
筆
ぺ
ん
に
用
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
色
、
書
き
や

す
さ
、
保
存
な
ど
に
つ
い
て
サ
イ
ン
ペ
ン
の
経
験
を

生
か
し
な
が
ら
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
筆
ペ
ン
を

メ
ジ
ャ
ー
な
も
の
と
し
た

(

呉
竹
は
筆
ぺ
ん
の
改
良

を
行
っ
た
の
で
あ
り
、
筆
ぺ
ん
自
体
は
以
前
か
ら
発

売
さ
れ
て
い
た)

。

こ
の
よ
う
に
、
本
書
で
は

｢

筆
文
字
文
化
を
支
え

る
会
社｣

と
し
て
の
呉
竹
が
語
ら
れ
て
い
る
わ
け
だ

が
、
関
係
者
で
は
な
い
一
般
の
読
者
に
と
っ
て
面
白

い
の
は
、｢

書
く
画
く
描
く｣

と
題
さ
れ
た
別
冊
で

あ
ろ
う
。
こ
の
三
〇
頁
ほ
ど
の
小
冊
子
で
は
、
カ
ラ
ー

写
真
を
ふ
ん
だ
ん
に
交
え
な
が
ら
、
手
作
業
の
墨
作

り
、
最
新
の
技
術
開
発
な
ど
が
、｢

人｣

を
中
心
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
真
っ
黒
に
な
り
な
が

ら
墨
を
練
る
職
人
、
白
衣
を
身
に
ま
と
い
顕
微
鏡
を

覗
き
込
む
技
術
者
、
対
極
的
な
両
者
が
ど
ち
ら
も

｢

筆
文
字｣

と
い
う
日
本
の
文
化
を
裏
方
と
し
て
支

え
て
い
る
の
だ
。
こ
の
別
冊
を
通
し
て
、
墨
、
筆
ぺ

ん
、
サ
イ
ン
ペ
ン
と
い
っ
た
製
品
の
裏
側
に
い
る
多

数
の
人
を
思
い
起
こ
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

会
社
が
想
定
す
る
読
者

(

関
係
者)

と
我
々
と
で

は
関
心
が
異
な
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
本
編
で
は
ど

う
し
て
も
読
み
飛
ば
す
部
分
が
出
て
し
ま
う
が
、
別

冊
は
、
墨
の
製
造
工
程
、
技
術
開
発
の
裏
側
な
ど
、

大
変
楽
し
く
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
会
社
側
と
し
て

も
、
本
編
で
は
ほ
と
ん
ど
カ
ラ
ー
頁
を
使
わ
な
い
の
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に
対
し
、
別
冊
は
全
頁
カ
ラ
ー
で
あ
る
な
ど
、
意
図

的
に

｢
関
係
者
以
外
の
人
に
、
会
社
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
う｣
こ
と
を
目
的
と
し
て
別
冊
を
作
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

筆
に
身
近
に
接
し
て
い
る
人
は
、
皆
さ
ん
の
中
に

も
あ
ま
り
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
か
ら

こ
そ
、
た
ま
に
は
、
墨
を
磨
る
の
で
あ
れ
、
墨
汁
を

使
う
の
で
あ
れ
、
筆
ぺ
ん
を
取
る
の
で
あ
れ
、
筆
文

字
を
書
い
て
み
て
ほ
し
い
。
別
冊
の
タ
イ
ト
ル
に
あ

る
と
お
り
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
失
わ
れ
つ
つ
あ
る

｢

書
く
画
く
描
く｣

と
い
う
行
為
の
実
感
を
、
あ
ら

た
め
て
手
繰
り
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

(

河
合
か
わ
い

将ま
さ

彦ひ
こ)

笑
い
の
想
像
力

笑
わ
せ
る
ヒ
ト
と
笑
う
モ
ノ

の
博
物
誌

企
画
展

福
島
県
立
博
物
館
編
・

刊

(

〒
963-
0807

会
津
若
松
市
城
東
町
一
‐
二
五)

二
〇
〇
三

一
五
七
頁

Ａ
４

(K
16-H

288)

※
展
示
期
間
は
二
〇
〇
三
年
一
〇
〜
一
二
月

埴
輪
、
浮
世
絵
、
判
じ
物
、
妖
怪
、
引
き
札
、
福

の
神
。
一
見
何
の
つ
な
が
り
も
な
い
言
葉
の
羅
列
で

あ
る
。
こ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
ひ
と
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を

｢

笑
い｣

と
捉
え
、
こ
の
縦
軸
に
沿
っ
て
ヒ
ト
と
モ

ノ
が
一
堂
に
会
し
て
生
き
生
き
と
躍
動
す
る

｢

博
物

誌｣

が
生
ま
れ
た
。
埴
輪
や
妖
怪
の
よ
う
に
笑
い
と

か
か
わ
り
を
見
出
し
に
く
い
事
物
に
も
、
そ
の
根
底

に
は

｢

笑
い｣

が
潜
ん
で
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

こ
れ
は
現
代
人
が
テ
レ
ビ
で
お
笑
い
番
組
を
見
て
腹

を
抱
え
る

｢

笑
い｣

と
は
少
し
違
う
か
も
し
れ
な
い
。

い
わ
ば
太
古
の
昔
以
来
の
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
庶
民
が

日
常
生
活
を
気
ま
ま
に
生
き
て
い
る
様
で
あ
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
ア
ン
リ
・
ベ
ル
ク
ソ
ン
や
桂
枝
雀
の
笑
い

の
理
論
な
ど
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
い
。
と
に
か
く

こ
の
本
は
展
示
会
の
図
録
で
あ
り
、
毛
色
の
違
っ
た

写
真
集
で
あ
る
。
肩
肘
張
っ
て

｢

読
む｣

よ
り
む
し

ろ
、
ぱ
ら
ぱ
ら
め
く
っ
て
気
に
入
っ
た
構
図
や
色
彩

が
目
に
留
ま
れ
ば
手
を
止
め
て
ぼ
ん
や
り
眺
め
る
。

そ
れ
が
最
も
楽
し
い

｢

使
い
方｣

か
も
し
れ
な
い
。

埴
輪
や
土
偶
と
い
え
ば
、
歴
史
の
教
科
書
の
一
番

始
め
に
い
つ
も
鎮
座
し
て
い
る
定
番
で
あ
る
。
教
室

で
出
会
う
彼
に
笑
み
は
た
た
え
ら
れ
て
い
な
い
。
し

か
し
、
こ
こ
に
た
む
ろ
し
て
い
る
彼
ら
は
な
ぜ
か
笑
っ

て
い
る
。
細
工
の
加
減
に
よ
っ
て
た
ま
た
ま
そ
う
見

え
る
も
の
を
集
め
た
だ
け
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
ま

で
平
面
的
で
無
表
情
だ
っ
た
埴
輪
の
イ
メ
ー
ジ
が
ち
ょ
っ

と
変
わ
る
。

こ
れ
を
写
真
集
と
呼
ぶ
な
ら
、
最
も
目
を
引
く
の

は
色
鮮
や
か
な
福
の
神
た
ち
で
あ
る
。
彼
ら
の
笑
み

は
ま
さ
に
不
気
味
の
一
言
に
尽
き
る
。
今
は
博
物
館

の
陳
列
台
に
納
ま
っ
て
い
る
福
の
神
た
ち
の
彫
像
に

注
目
し
よ
う
。
お
辞
儀
を
す
る
福
助
、
大
き
な
袋
を

抱
え
た
大
黒
天
の
彫
像
た
ち
は
現
役
時
代
、
呉
服
屋

や
茶
屋
の
帳
場
に
腰
を
据
え
て
、
従
業
員
に
混
じ
っ

て
ニ
ッ
コ
リ
と
客
引
き
を
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
引

き
札

(

広
告
チ
ラ
シ)

に
描
か
れ
た
、
豊
か
な
色
彩

に
囲
ま
れ
て
で
ん
と
座
っ
た
七
福
神
。
も
し
今
朝
の

新
聞
に
挟
ま
っ
て
宅
配
さ
れ
て
い
た
ら
宣
伝
効
果
は

大
き
い
か
も
し
れ
な
い
。
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
は
、

｢

笑
い｣

ど
こ
ろ
か
そ
の
晩
う
な
さ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
が
。

こ
の
図
録
に
流
れ
る
通
奏
低
音
は
、
傍
流
の
楽
し

さ
で
あ
ろ
う
か
。
妖
怪
画
を
本
流
の
芸
術
と
し
て
取

り
上
げ
る
と
、｢

笑
い｣

は
薄
ま
る
。
風
刺
画
や
駄

洒
落
、
物
ま
ね
芸
の
浮
世
絵
も
キ
ワ
モ
ノ
と
扱
わ
れ

て
始
め
て
そ
の
味
が
出
て
く
る
。
恵
比
寿
に
は
仏
教

の
本
流
の
信
仰
対
象
で
は
な
い
ゆ
え
の

｢

い
じ
り
ど

こ
ろ｣

が
あ
る
。
図
録
の
登
場
人
物
た
ち
は
真
面
目

ぶ
ら
な
い
、
し
か
し
地
に
足
の
付
い
た
存
在
ゆ
え
に
、

こ
っ
け
い
な
し
ぐ
さ
で
飛
び
回
り
、
ど
ぎ
つ
い
ま
で

の
色
彩
に
彩
ら
れ
る
。
彼
ら
の
ポ
ッ
プ
で
キ
ッ
チ
ュ

な
笑
い
は
現
代
で
も
十
分
通
用
す
る
の
で
あ
る
。

(

加か

藤と
う

眞し
ん

吾ご)
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����法
規
の
制
定

解
説

法
律
第
八
十
二
号
は
、
特
殊
法
人
で
あ
る
住
宅

金
融
公
庫
を
解
散
し
て
独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融

支
援
機
構
を
設
立
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

当
館
関
係
で
は
、
国
立
国
会
図
書
館
法

(

昭
和
二

十
三
年
法
律
第
五
号)

に
つ
い
て
所
要
の
規
定
の

整
理
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

本
法
律
の
う
ち
、
当
館
関
係
の
規
定
は
、
平
成

十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

(

法
律
第
八
十
二
号)

独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融
支
援
機
構
法

(

抄)

(

平
成
十
七
年
七
月
六
日
公
布)

附

則

(

抄)

(

施
行
期
日)

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か

ら
施
行
す
る
。[

以
下
略]

(

国
立
国
会
図
書
館
法
等
の
一
部
改
正)

第
二
十
四
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
表
住
宅
金
融
公

庫
の
項
を
削
る
。

一

国
立
国
会
図
書
館
法

(

昭
和
二
十
三
年
法
律

第
五
号)

別
表
第
一

二
―
八

[

略]

お
も
な
人
事

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
長
・
行
政
法
務
調
査
室
主

任
事
務
取
扱)

専
門
調
査
員

松
橋

和
夫

調
査
及
び
立
法
考
査
局
行
政
法
務
調
査
室
主
任
事
務

取
扱
を
解
く

岡
田

薫

国
立
国
会
図
書
館
専
門
調
査
員
に
任
命
す
る

調
査
及
び
立
法
考
査
局
行
政
法
務
調
査
室
主
任
を
命

ず
る以

上
平
成
十
七
年
七
月
二
十
日
付
け

遠

客

近

客

(

東
京
本
館)

四
月
七
日

欧
州
委
員
会
代
表
部(
太
平
洋
地
域)

・

本
部
広
報
関
係
職
員
八
名

四
月
八
日

中
国
全
国
古
書
整
理
出
版
計
画
指
導
グ

ル
ー
プ
二
六
名

四
月
一
二
日

神
奈
川
県
立
図
書
館
長
一
行
三
名

四
月
一
四
日

ア
ウ
レ
リ
オ
・
ア
シ
ア
イ
ン
氏

(

メ

キ
シ
コ
大
使
館
文
化
担
当
官)

四
月
二
一
日

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ウ
ガ
ン
ダ
立
法
府
支
援
研

修
参
加
者
七
名

四
月
二
一
日

エ
リ
ー
ズ
・
デ
ュ
ト
レ
イ
女
史

(

フ

ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
職
員)

四
月
二
二
日

中
国
科
学
院
資
源
環
境
科
学
情
報
セ

ン
タ
ー
八
名

五
月
九
日

ヒ
ロ
ユ
キ
・
ナ
ガ
ハ
シ
・
グ
ッ
ド
氏

(

米
国
・
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
大
学
東
ア
ジ
ア
図
書
館

日
本
語
目
録
担
当)

五
月
一
一
日

エ
ン
デ
バ
ー
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
二
名

五
月
一
七
日

蔡
紅
氏

(

中
華
人
民
共
和
国
駐
日
本

国
大
使
館
一
等
書
記
官)

五
月
一
七
日

チ
リ
文
化
使
節
団
二
名

五
月
一
九
日

古
谷
夏
子
氏

(

米
国
・
Ｒ
Ｌ
Ｇ
ア
ド

バ
イ
ザ
ー)

五
月
一
九
日

横
浜
国
際
婦
人
会
一
五
名

五
月
二
六
日

キ
ム
・
ヘ
ソ
ン
氏

(

韓
国
科
学
技
術

情
報
研
究
院
上
級
研
究
員)

五
月
二
六
日

イ
・
チ
ョ
ン
ス
氏(

韓
国
・H

a
k

sa
n

-

L
ib

sy
stem

社
社
長)

、
キ
ム
・
ヒ
ソ
プ
氏
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(
韓
国
・H

a
k

sa
n

-L
ib

sy
stem

社)

、
カ
ン
・

チ
ャ
ン
ス
氏

(

韓
国
・
マ
ル
ワ
化
工
株
式
会
社)

六
月
一
日

第
九
回
日
韓
業
務
交
流
・
韓
国
国
立
中

央
図
書
館
代
表
団
三
名

六
月
一
五
日

塩
見
昇
氏

(

日
本
図
書
館
協
会
理
事

長)

、
竹
内
�
氏

(
日
本
図
書
館
協
会
前
理
事
長)

、

千
葉
正
仁
氏

(

茨
城
県
立
図
書
館
長)

六
月
一
六
日

東
京
大
学
留
学
生
ほ
か
一
七
名

六
月
一
七
日

ベ
ト
ナ
ム
研
究
視
察
団
一
〇
名

六
月
一
七
日

文
部
科
学
省
・
国
立
教
育
政
策
研
究

所
共
催
平
成
一
七
年
度
図
書
館
司
書
専
門
講
座

一
三
名

六
月
二
〇
日

外
国
人
日
本
研
究
者
一
五
名

六
月
二
四
日

ロ
ー
ラ
・
Ｍ
・
シ
ャ
デ
ィ
ッ
ク
ス
氏

(

米
国
連
邦
調
達
庁)

六
月
二
八
日

レ
イ
モ
ン
ド
・
エ
イ
ハ
ン
氏(

米
国
・

議
会
図
書
館
議
会
調
査
局
外
交
・
国
防
・
通
商
部

国
際
通
商
金
融
課
長)

六
月
二
八
日

名
越
正
信
氏

(

専
門
図
書
館
協
議
会

中
央
事
務
局
長)

六
月
二
九
日

朴
相
国
氏

(

韓
国
・
国
立
文
化
財
研

究
所
芸
能
民
俗
研
究
室
長)

、
朴
原
模
氏

(

韓
国
・

同
研
究
室
員)

六
月
二
九
日

李
清
氏

(

中
国
・
科
学
技
術
振
興
機

構
北
京
事
務
所)

＊

＊

＊

四
〜
六
月
に
は
こ
の
ほ
か
に
、
学
校
関
係
一
件

一
四
名
、
大
学
関
係

(

司
書
課
程
等)

七
件
六
六
名
、

そ
の
他
六
件
三
五
名
の
見
学
・
参
観
を
行
っ
た
。

(

関
西
館)

四
月
一
九
日

神
戸
学
院
大
学
図
書
館
一
名

四
月
二
二
日

浦
安
市
立
中
央
図
書
館
一
名

五
月
一
三
日

日
本
原
子
力
研
究
所
情
報
メ
デ
ィ
ア

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
一
名

五
月
一
七
日

ベ
ト
ナ
ム
・
建
築
関
係
者

五
名

五
月
二
〇
日

古
谷
夏
子
氏

(

米
国
・
Ｒ
Ｌ
Ｇ
ア
ド

バ
イ
ザ
ー)

ほ
か
二
名

五
月
二
三
日

奈
良
県
立
図
書
情
報
館
五
名

五
月
三
一
日

韓
国
・
大
邱
広
域
市
建
築
士
会
一
七

名
六
月
六
日

第
九
回
日
韓
業
務
交
流
・
韓
国
国
立
中

央
図
書
館
代
表
団
三
名

六
月
一
六
日

米
国
・
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
留
学
生
一
三

名
六
月
二
三
日

近
畿
公
共
図
書
館
協
議
会
一
〇
名

＊

＊

＊

四
〜
六
月
に
は
こ
の
ほ
か
に
、
学
校
関
係
一
件
五

名
、
大
学
関
係

(

司
書
課
程
等)

三
件
三
一
名
、
そ

の
他
一
二
二
件
六
〇
六
名
の
見
学
・
参
観
を
行
っ
た
。

(

国
際
子
ど
も
図
書
館)

四
月
一
六
日

日
韓
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
七
名

六
月
二
日

第
九
回
日
韓
業
務
交
流
・
韓
国
国
立
中

央
図
書
館
代
表
団
三
名
、
同
図
書
館
総
務
課
二
名

六
月
二
日

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
ス
シ
ロ
・
バ
ン

バ
ン
・
ユ
ド
ヨ
ノ
大
統
領
夫
人
一
行
七
名

六
月
二
九
日

荒
川
区
立
図
書
館
一
七
名

＊

＊

＊

四
〜
六
月
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
、
学
校
関
係
一
六

件
一
二
一
名
、
大
学
関
係

(

司
書
課
程
等)

四
件

五
〇
名
、
そ
の
他
三
八
件
四
七
三
名
の
見
学
・
参
観

を
行
っ
た
。
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見
学
・
参
観
の
申
込
み

詳
し
く
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
立
国
会
図
書
館
資
料
提
供
部

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
企
画
課
総
括
係

�
〇
三

(

三
五
八
一)

二
三
三
一

内
線
二
六
一
一
〇

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
総
務
課
総
務
係

�
〇
七
七
四

(

九
八)

一
二
二
四

(

直
通)

国
際
子
ど
も
図
書
館
企
画
協
力
課
企
画
広
報
係

�
〇
三

(

三
八
二
七)

二
〇
五
三
内
線
二
〇
六



件
名
標
目
の
現
状
と
将
来
―
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

環
境
に
お
け
る
主
題
ア
ク
セ
ス

第
五
回
書

誌
調
整
連
絡
会
議
記
録
集

Ａ
４

七
七
頁

平
成
一
六
年
九
月
八
日
に
当
館
で
開
催
し
た
第
五

回
書
誌
調
整
連
絡
会
議
の
記
録
集
で
あ
る
。

上
田
修
一
慶
應
義
塾
大
学
教
授
の
基
調
講
演

｢

件

名
標
目
表
の
可
能
性
―
目
録
と
ウ
ェ
ブ
の
主
題
ア
ク

セ
ス
ツ
ー
ル
と
な
り
う
る
か｣

の
ほ
か
、
国
立
国
会

図
書
館
件
名
標
目
表

(

Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｓ
Ｈ)

改
訂
に
つ
い

て
の
報
告
、
国
内
の
主
要
な
書
誌
デ
ー
タ
作
成
機
関

の
件
名
標
目
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
お
よ
び

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
件
名
標
目
の
可
能
性
に
つ

い
て
の
討
議
内
容
を
収
録
し
て
い
る
。
な
お
、
会
議

の
概
要
は
本
誌
五
二
四
号

(

二
〇
〇
四
年
一
一
月)

で
紹
介
し
て
い
る
。

一
、三
六
五
円

(

日)

(IS
B

N
4-8204-0511

―X
)

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

第
六
五
四
号

Ａ
４

一
一
三
頁

日
本
法
令
の
外
国
語
訳
整
備
の
課
題
／
下
水
道
事

業
に
係
る
い
く
つ
か
の
課
題
／
大
陸
棚
と
排
他
的
経

済
水
域
の
境
界
画
定
／
第
三
セ
ク
タ
ー
の
経
営
悪
化

要
因
と
地
域
経
済
／
旧
ソ
連
・
東
欧
諸
国
に
お
け
る

違
憲
審
査
制
の
制
度
設
計

月
刊

税
・
送
料
込
み

八
三
二
円

(

有)
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国
立
国
会
図
書
館
の
編
集
・
刊
行
物

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

東
京
都
中
央
区
新
川
一

一
一

一
四

(

日)

日
本
図
書
館
協
会(

〒104
-0033

)

〇
三(

三
五
二
三)

〇
八
一
二

東
京
都
品
川
区
南
品
川
六

二

一
〇

(

有)

有
隣
堂
印
刷
㈱(

〒140
-0004

)

〇
三(

五
四
七
九)

八
七
二
一

特
に
記
載
の
な
い
も
の
は
税
込
価
格
で
す
。

第
五
二
九
号

(

二
〇
〇
五
年
四
月)

の

訂
正
と
お
詫
び

三
七
頁
下
段
七
行
目
で
、『

外
国
の
立
法

立
法
情
報
・
翻
訳
・
解
説』

の
価
格
が
ま
ち
が
っ

て
い
ま
し
た
。｢

二
、三
〇
〇
円｣

と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
正
し
く
は

｢

二
、四
一
五
円｣

で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

児童書デジタルライブラリーの

公開資料の拡大について

国際子ども図書館は､ 平成17年７月

26日､ 新たに875タイトルの児童書を

ホームページ上の ｢児童書デジタルラ

イブラリー｣ で追加公開しました｡

｢児童書デジタルライブラリー｣ は､

国際子ども図書館が所蔵する児童書

(おもに昭和30年以前刊行のもの) を

電子化し､ インターネット上で読むこ

とのできる電子図書館サービスで､ 平

成15年４月から提供を開始しました｡

これまで､ 著作権保護期間の終了を確

認した322タイトルを提供しています｡

今回の追加は､ 平成16年度に実施した

著作権確認処理の結果､ 公開が可能と

なったものです｡

今回の追加により､ 公開総点数は､

1,197タイトルとなります｡

■アクセス方法

国際子ども図書館ホームページ (http:

//www.kodomo.go.jp/) の ｢資料情

報サービス｣ から､ ｢資料の検索｣ →

｢児童書デジタルライブラリー｣ を選

択してください｡

お 知 ら せ



近代デジタルライブラリー追加提供

国立国会図書館では､ 著作権保護期間にある図書で著作権者の連絡先が不明なもの

について､ 近代デジタルライブラリー (http://kindai.ndl.go.jp/) での利用について

平成17年４月に､ 文化庁長官の裁定＊を受け､ ８月２日に公開しました｡ 裁定を受け

た図書のうち､ 複数の著作者によって作成されたものについては､ その図書に含まれ

る他の著作物についても著作権法上問題のないもの＊＊のみ公開しています｡ また､ 新

たに著作権者から掲載の許諾を得られたもの､ 著作権の保護期間満了が判明したもの

も併せて公開しました｡

新たに公開する資料は､ 書誌件数で約3,630件 (冊数で約4,940冊) で､ 今回の追加

公開により ｢近代デジタルライブラリー｣ の公開総数は､ 書誌件数で約39,100件 (冊

数で約59,900冊) になります｡

おもな追加公開資料

・ 『フランダースの犬』 ウイダ(ルイス・デ・レミイ)：著 内外出版協会 明41.11 (1908)

・ 『片雲集』 薄田斬雲：著 敬文社 明39.8 (1906)

・ 『遠野物語』 柳田国男：著 柳田国男 明43.6 (1910)

・ 『赤痢病論』 志賀潔：著 佐藤嘉六 明34.6 (1901)

・ 『漫画一年』 小杉放庵：著 左久良書房 明40.1 (1907)

・ 『新訳源氏ものがたり』 与謝野晶子：訳 金尾文淵堂 明45.2 (1912) 大2 (1913)

・ 『妙な依頼』 山田美妙：著 朝野書店 明43.10 (1910)

(関西館事業部電子図書館課)

＊公表された著作物又は相当期間にわたり公衆に提供され､ 若しくは提示されている事実が明らか

である著作物は､ 著作権者の不明その他の理由により相当な努力を払つてもその著作権者と連絡

することができないときは､ 文化庁長官の裁定を受け､ かつ､ 通常の使用料の額に相当するもの

として文化庁長官が定める額の補償金を著作権者のために供託して､ その裁定に係る利用方法に

より利用することができる｡ (著作権法第67条第１項)

＊＊例えば､ 序文 (著作者Ａ)､ 本文 (著作者Ｂ)､ 挿絵 (著作者Ｃ) からなる本があるとして､ 序

文について文化庁長官の裁定を受け､ 本文､ 挿絵についてそれぞれ著作者Ｂ､ Ｃが没後50年以上

経過したため本文､ 挿絵は著作権保護期間満了という状態､ または著作者Ｂ､ Ｃの著作権者に公

開の許諾を得た状態のものを公開しています｡
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ご 案 内

平成17年度科学技術資料研修－国立国会図書館の所蔵資料を中心に－

国立国会図書館では､ 平成16年度に引き続き､ 科学技術資料研修を開催します｡

この研修では､ 当館が所蔵する科学技術関係資料のうち､ 学術会議資料 (欧文会議

録・学協会ペーパー)､ テクニカルリポート､ 規格資料､ 博士論文､ 文部科学省科学

研究費補助金研究成果報告書を採り上げ､ 各資料群の概要や所蔵機関の調べ方などに

ついて､ 講義と演習を行います｡

当研修を通じて､ 以下の習得を目指します｡

・各資料群の特徴を理解する｡ また､ 書誌事項表記から資料群を判別できる

・NDL-OPACを使い､ 国立国会図書館の所蔵の有無を確認できる

・国立国会図書館以外の所蔵機関を調べることができる

日 時 平成17年11月17日 (木)､ 18日 (金)

会 場 国立国会図書館関西館 第二研修室

対 象 大学図書館および公共図書館の職員｡ １機関１名｡ 定員20名｡ 応募多数の

場合､ 調整いたします｡

受講に要する経費

研修費は無料｡ ただし､ 旅費・滞在費等は受講者側の負担とします｡

内 容

＊特記以外､ 講師は当館職員｡ 演題はいずれも仮題｡ 事前課題を課す場合があります｡

申込方法 当館ホームページ ｢図書館へのお知らせ｣(http://www.ndl.go.jp/jp/library

/library_news.html) に掲載の申込書に必要事項を記入の上､ 平成17年

９月21日 (水)までに､ FAXまたは郵送で下記宛てにお送りください｡

申込み・問い合わせ先

国立国会図書館関西館 図書館協力課研修交流係 (担当：上川､ 小島)

〒619-0287 京都府相楽郡精華町精華台8-1-3

電話：0774-98-1446 FAX：0774-94-9117 Ｅ-mail：training@ndl.go.jp
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科 目 名 内 容

科学技術資料概論 科学技術専門資料群について概要を説明し､ 国立
国会図書館の収集・所蔵状況を解説します｡

科学技術資料各論
(学術会議資料､ テクニカルリポート､
規格資料､ 博士論文､ 文部科学省科学研
究費補助金研究成果報告書)

左に挙げた各資料群について､ それぞれ､ 資料の
概要､ NDL-OPAC での検索方法を中心に説明し
ます｡

レファレンス・ツール紹介 所蔵機関調査の方法と使用するツール､ 抄録･索
引データベース等について説明します｡

事例報告 科学技術資料の提供について､ 興味深い事業を展
開されている機関の方を講師にお招きし､ その事
業についてお話しを伺います｡

科学技術資料の調査 (演習) 講義で紹介したツールを用いて､ 実際に科学技術
資料の検索､ 所蔵機関調査を行います｡



ご 案 内

平成17年度日本古典籍講習会の案内

国立国会図書館では､ 大学共同利用機関法人人間文化研究機構国文学研究資料館と

共催で､ 日本古典籍講習会を実施します｡ この講習会は､ 日本古典籍の整理・目録化

を促進し､ 広く活用されるよう環境の整備を図るために､ 各所蔵機関の図書館員等を

対象として､ 書誌学の専門知識や整理方法の技術修得を目的に行うものです｡

日 時 平成18年１月18日 (水)～20日 (金)

会 場 国文学研究資料館､ 国立国会図書館 (東京本館)

対 象 日本の古典籍を所蔵する機関の職員で､ 現在古典籍を扱っている者 (経験

年数３年以内)｡ １機関１名｡ 定員30名程度 (応募多数の場合､ 調整｡)｡

受講に要する経費

研修費料は無料｡ ただし､ テキスト代 (500円程度)､ 旅費・滞在費等は受

講者側の負担とします｡

内 容 ○１月18日 (水) 会場：国文学研究資料館

開講式・オリエンテーション､ 国文学研究資料館蔵和古書目録作成の現状､

閲覧室・書庫の見学､ 日本古典籍の基礎知識と問題点､ 蔵書印の見方・読

み方､ 書誌学入門―和書のさまざま展解説―

○１月19日 (木) 会場：国立国会図書館

古典籍資料の管理法､ 国立国会図書館のコレクション紹介､ 国内における

古典籍資料電子化の状況

○１月20日 (金) 会場：国文学研究資料館

くずし字の読み方､ 近世出版史､ 和古書目録の作成､ 意見交換・質疑応答､

閉講式

＊詳細につきましては､ 当館ホームページ ｢図書館へのお知らせ｣ (http:

//www.ndl.go.jp/jp/library/library_news.html) に掲載の ｢平成17年度

日本古典籍講習会の案内｣ および ｢実施要項｣ を参照のこと｡

申込方法 上記案内に掲載の ｢申込書｣ を打ち出し､ 必要事項を記入の上､ 封筒に

｢日本古典籍講習会参加申込｣ と朱書きして､ 下記申込み先まで郵送のこ

と｡ FAXや E-mailでの申込みはできません｡

申込締切 平成17年９月20日 (火)当日消印有効

申込み先 〒142-8585 東京都品川区豊町1-16-10

国文学研究資料館管理部事業課企画係

問い合わせ先

国立国会図書館関西館 図書館協力課研修交流係 (担当：小島､ 上川)

電話：0774-98-1444 FAX：0774-94-9117 Ｅ-mail：training@ndl.go.jp

国文学研究資料館管理部事業課企画係

電話：03-3785-7131 内線251

FAX：03-3785-7266 Ｅ-mail：kikaku@nijl.ac.jp
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られています｡ またその頃､ ある大学図書

館では､ ｢日本におけるオレンジジュース

の輸入量に関する貿易統計はあるか？｣ と

いう質問に､ 税関ホームページを案内し､

またある専門図書館では､ ｢公共広告機構

の広告 『消える砂の像』 の新聞広告が見た

い｡｣ という質問に､ ずばり掲載新聞を案

内したりしています｡

それぞれの図書館に､ 実に多様な質問が

寄せられています｡

＜レファレンスサービスは認識されているか？＞

このようなレファレンス質問が､ 図書館にはどのくらい寄せられているのでしょう

か？

『日本の図書館2004』 の統計情報によれば､ 2003年度に全国の図書館では､ 700万件

以上もの質問が寄せられたということになっています｡ 全国には4,000以上もの図書

館があるとは言え､ これは驚くほどの数字です｡

一方､ 図書館利用者の85％がこのサービスを利用したことがないという調査結果も

あります｡ ある図書館のカウンターで､ ｢レファレンス｣ という掲示の横に ｢ナタマ

メ｣ を飾っていたところ､ 利用者から､ ｢これはレファレンスという豆かね？｣ と尋

ねられたという話もあります｡

デジタルデバイド､ 情報過多など､ インターネットの急速な拡大がもたらした課題

への取組みが進む中､ 図書館のレファレンス機能はますます重要となっていますし､

また利用者にとっては､ とても便利なサービスでもあります｡ しかし､ それが必ずし

も上手に使いこなされているとは言えないという状況があるようです｡

レファレンス協同データベースは､ 今年の秋､ 一部のデータを一般にも公開する予

定です｡ 利用を通じて､ レァレンスサービスへの理解を深めていただければと考えます｡

＜情報リサイクル＞

レファレンス協同データベースには､ 上に紹介したようなレファレンス質問が､ 図

書館員の調査記録とともに､ 現在およそ15,000件登録されています｡

図書館では､ このレファレンス事例を､ どのように活用しているのでしょうか？

活用の取組みはまだ始まったばかりですが､ いくつもの活用事例が紹介されていま

す｡ 例えば､ 新しい質問を受けた際に参照したり､ これらの記録を元に､ テーマ別､

トピック別に情報資源の探索方法を整理したりしています｡ また､ 利用者のニーズを

分析する素材にしたりしています｡ さらには､ レファレンスサービスに従事する図書

館員の良き教材にもなったりもしています｡ 葉っぱが土となり木を育むように､ レファ

レンス事例が､ 有効に活用され始めています｡

みなさんの ｢なぜ？｣ を情報資源に換えるレファレンス協同デー

タベース｡ 今日もどこかでレファレンスサービスの記録が登録され､

成長しています｡

(関西館事業部電子図書館課研究企画係 依
よ

田
だ

紀
のり

久
ひさ

)

レファレンス協同データベース事業の
トップページ
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レファレンス協同データベース事業

空はなぜ青い？ キリンの首はなぜ長い？ 子どもが､ 言葉を覚えしばらくすると､

｢なぜ？｣ という言葉を覚えます｡ 以来､ ひとは､ 様々な疑問を抱き､ 解決し､ 成長

していきます｡

｢なぜ？｣ を抱いたひとが図書館にやってきたとき､ 図書館員は､ 先人達の知が詰

まった資料を､ そのひとのために選んで紹介します｡ その図書館に十分な資料がなかっ

た場合には､ インターネットなどで他の図書館の蔵書や外国の情報を調査することも

あります｡ この､ ｢ひと｣ と ｢資料｣ を結びつける図書館員の仕事をレファレンスサー

ビスといいます｡

いま､ このレファレンスサービスの記録や､ 調査に役立つ情報探索の手がかりを､

全国の図書館で共有し､ 情報資源として活用しようというプロジェクトが立ち上がっ

ています｡ それが､ レファレンス協同データベース事業です｡

＜レファレンス協同データベース＞

レファレンス協同データベースには､ 参加館が､ 図書館員のレファレンス業務に役

立つような､ また､ 一般のひとたちの情報探索に役立つような情報を､ 日々登録して

います｡

具体的には､ レファレンスサービスの質問､ 回答の記録である ｢レファレンス事例｣､

特定のテーマやトピックに関する資料の探索方法を説明した ｢調べ方マニュアル｣､

特定の種類や形態の資料から構成されるコレクション群についての情報である ｢特別

コレクション｣､ そしてレファレンス協同データベース事業に参加する図書館の情報

である ｢参加館プロファイル｣ の４つの種類のデータが蓄積されています｡

＜とある夏の質問から＞

全国の図書館には､ どんな質問が寄せられているのでしょうか？

町の図書館では､ 夏休みになると､ ｢わらじの作り方､ おしえてください！｣ ｢この

草の名前､ なに？｣ などなど､ 子どもからの質問がたくさん寄せられます｡ その頃､

永田町の国立国会図書館では､ ｢藩政時代､ 幕閣より下級武士に至る各層武士相互間

でどのように言葉が使用されていたかを詳述した資料はあるか？｣ という質問が寄せ

電子図書館サービスのページ
いつでもどこでもだれでも

第11回

【連載目次】

国立国会図書館の電子図書館サービスとは？ (523号)

一次資料の電子的提供 (524～527号)

ウェブ・アーカイブと提供 (528号)

資料に到達するための情報 (529～531号)

ホームページ (532号)

レファレンス協同データベース事業 (本号)

電子情報の保存と利用保証 (次号)

電子図書館サービスの目標
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通称 ｢仕分け器｣ 英語名"Card Sorter"

会計上の正式名称は ｢カード仕訳器｣｡ またの名は､ 肋骨｡ 真ん中の縦棒か

ら横板が出ているのが､ あばら骨の形状に似ているので､ そう呼ばれたので

あろう｡

大阪の図書館用品専門の間宮商店が大正

15年に刊行した 『図書館研究』 第7巻 ｢一

般用品ノ話｣ には ｢輕便カード ソータ－

(カード仕譯器) 木製ラック塗｣ とあり､

｢此ソーターハ�リ大量ノカード仕譯ニハ�シマセヌガ､ 普通一般用トシテハ手頃ノ
モノデス｡ ABC別ナレバ其マゝ用ヒ､ ア

イウエオ別及分類別ニ應用スル際ハ､ A－

Zヲ�宜代用スルノデス｣ とある｡
帝国図書館時代から､ 様々なカード (目

録カード､ 印刷カード､ 仮カード等) や製

本伝票などの仕分けの時に活躍してきた｡

昨今､ 淋しいことに図書カードや製本伝票も､ 死語になりつつある｡

現存する仕分け器は､ 印刷カード頒布のためのいろは48文字が書かれている大型の

もの (74×34cm)､ 木製 (写真上28×30cm)､ プラスチック製 (29×44cm) と３種類

ある｡ 『国立国会図書館50年のあゆみ』 の84頁に､ 印刷カード仕分け作業風景の写真

が載っている (写真下)｡ この写真を見て､ 若い日を懐かしく思い出される経験者も

まだ館内にはいらっしゃることだろう｡

最盛期には図書館の備品として100台以上

を数えていた仕分け器も､ 現在では30数台と

なった｡ 木製から､ カラフルな黄色いプラスチッ

ク製に進化した今では､ 複写申込書などのファ

イリングなどで細々と頑張っている｡

今から20年くらい前､ 仕分け器がまだバリ

バリの現役だった頃､ 新人に ｢仕分け器でこ

のカードを仕分けして｣ と頼んだら､ 渡され

た仕分け器を見て､ ｢なんだ､ 電源を入れた

ら､ 機械が自動的に仕分けしてくれるのかと

思いましたよ｡ 自分の手で仕分けしなければ

いけないんですか｡｣ と言われた｡ そういえ

ばその後ほどなくして図書館用品も急激なコ

ンピューター化の中で激変していったように

思う｡ (竹
たけ

内
うち

ひとみ)
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表紙 中性紙使用
本文 中性再生紙使用

国際子ども図書館
〒110－0007 東京都台東区上野公園12－49

電話 03 (3827) 2053

利用案内 電話 03 (3827) 2069 (音声・FAXサービス)

ホームページ http://www.kodomo.go.jp/

国際子ども図書館は､ 国立国会図書館の支部図書館とし

て内外の児童書とその関連資料に関する図書館サービス

を国際的な連携のもとに行います｡

利用できる人 どなたでも利用できます (ただし資料室は満18歳以上の方)｡

資料の利用 館内利用のみ｡ 館外への帯出はできません｡

開 館 時 間 9:30～17:00

休 館 日 月曜日､ 国民の祝日・休日 (５月５日こどもの日は除く)､

年末年始､ 資料整理休館日 (第３水曜日)

休 室 日 休館日以外に次の日が休室となります｡

２階第一､ 第二資料室：日曜日

３階本のミュージアム：展示会準備期間

支部東洋文庫
〒113－0021 東京都文京区本駒込２－28－21

電話 03 (3942) 0122 (代表)

東洋学の発展を目的とする専門図書館｡

アジア全般にわたる資料・研究書を所蔵しています｡
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Schlesische chronica by Joachim Curaeus
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